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東
北
関
東
大
震
災
発
生

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め

一
人
ひ
と
り
の
協
力
と
冷
静
な
行
動
を

一
人
ひ
と
り
の
協
力
と
冷
静
な
行
動
を

ほ
ぼ
全
域
が
第
２
グ
ル
ー
プ
Ｂ
・
一
部
が
第
５
グ
ル
ー
プ
Ｂ

市
内
の
計
画
停
電
情
報

市
の
震
災
へ
の
対
応

　

地
震
発
生
後
、
市
で
は
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
震
災
へ
の
対
応
を

図
っ
て
い
ま
す
。
地
震
に
よ
る
市
内

の
被
害
は
負
傷
な
ど
人
的
被
害
が
８

人
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
な
ど
物
損
被

害
が
１
１
８
件
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
要
請

等
を
受
け
、
茨
城
県
水
戸
市
や
岩
手

県
遠
野
市
へ
救
援
物
資
を
送
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、消
防
本
部
か
ら
岩
手
県

陸
前
高
田
市
な
ど
へ
緊
急
消
防
援
助

隊
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
越
谷
・
松
伏

水
道
企
業
団
か
ら
茨
城
県
稲
敷
市
へ

給
水
応
援
隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。

帰
宅
困
難
者
を
支
援

避
難
所
を
開
設

　

３
月
11
日
に
は
電
車
の
運
行
が
止

ま
り
、
市
内
各
駅
で
帰
宅
困
難
者
が

続
出
。
市
で
は
、
各
駅
近
く
の
公
共

施
設
等
を
避
難
所
と
し
て
開
設
し
、

毛
布
、
乾
パ
ン
な
ど
を
提
供
し
支
援

し
ま
し
た
。
避
難
所
の
利
用
者
は
１

５
０
０
人
以
上
に
及
び
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
よ
る

避
難
者
を
受
け
入
れ

　

福
島
原
発
か
ら
30
㌔
圏
内
の
市
町

村
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、

３
月
18
日
に
避
難
者
対
策
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
。３
月
29
日
ま
で
に
、市

内
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
最
大
54

人
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

避
難
者
に
は
聞
き
取
り
を
し
、
今
後

の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
に

救
援
物
資
を
輸
送

（
物
資
受
付
は
３
／
31
で
終
了
）

　

３
月
19
日
〜
31
日
、
市
立
第
１
体

育
館
で
、
市
民
か
ら
の
救
援
物
資
を

受
け
付
け
ま
し
た
。
25
日
に
は
本
市

と
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

福
島
県
二
本
松
市
（
福
島
県
浪
江
町

の
避
難
者
２
３
０
０
人
を
受
け
入

れ
）
に
、
29
日
に
は
埼
玉
県
を
通
じ

て
東
北
の
被
災
地
に
物
資
を
輸
送
し

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
内
容

や
、
計
画
停
電
な
ど
震
災
に
関
連
し

た
情
報
を
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
現
在
「
災
害
・
防
犯
・
防
災
行

政
無
線
メ
ー
ル
」
の
ほ
か
、
「
市
政

・
イ
ベ
ン
ト
情
報
メ
ー
ル
」
「
子
育

て
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

配
信
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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ttp
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）
か
ら
登
録
す
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。
な
お
、
物
資
の
受
付
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
義
援
金
の
受
付
は

続
け
て
い
ま
す
（
16
面
参
照
）
。

放
射
性
物
質
の

水
道
水
へ
の
影
響

　

３
月
下
旬
、
首
都
圏
の
水
道
水
か

ら
乳
児
の
摂
取
基
準
を
超
え
る
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
越
谷

市
の
水
道
水
は
、
越
谷
・
松
伏
水
道

企
業
団
か
ら
お
届
け
し
て
い
ま
す

が
、
１
割
は
安
全
な
井
戸
水
で
、
９

割
は
埼
玉
県
の
庄
和
浄
水
場
（
春
日

部
市
）
と
新
三
郷
浄
水
場
か
ら
受
水

し
て
い
ま
す
。
３
月
29
日
ま
で
の
調

査
で
は
、
い
ず
れ
の
浄
水
場
の
水
も

摂
取
制
限
の
指
標
値
を
下
回
っ
て
い

ま
し
た
。
最
新
の
情
報
は
水
道
企
業

団
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

冷
静
な
対
応
を

お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
一
部
の
品
物
が
手
に
入
り

に
く
く
な
る
な
ど
、
混
乱
し
た
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
、
新

聞
等
に
よ
る
情
報
を
よ
く
聞
き
、
ま

ち
が
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
冷
静

に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

震
災
の
影
響
で
電
気
の
安
定
供
給

が
困
難
な
た
め
、
東
京
電
力
に
よ
る

計
画
停
電
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
計
画
停
電
の
区
域
は
第
２

グ
ル
ー
プ
、
第
５
グ
ル
ー
プ
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
３
月
26
日
以
降
、

第
２
グ
ル
ー
プ
Ｂ
、
第
５
グ
ル
ー
プ

Ｂ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鉄
道
な
ど
市
民
生
活
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
施
設
に
送
電
し

て
い
る
地
域
で
は
、
電
気
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
停
電
が
行
わ

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
電

気
需
要
を
勘
案
し
、
送
電
計
画
の
見

直
し
が
東
京
電
力
で
行
わ
れ
、
計
画

停
電
対
象
外
の
区
域
が
一
部
変
更
と

な
り
ま
し
た
（
左
表
参
照
）
。

　

な
お
、
停
電
が
行
わ
れ
な
い
地
域

の
皆
さ
ん
も
引
き
続
き
節
電
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、
太
平
洋
三
陸
沖
を
震
源
と
し
て
発

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
。
地
震
と
津
波
で
数
多
く
の
犠
牲
者
が

出
た
ほ
か
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
や
、
電
気
の
供
給
力
不
足
に
伴
う
計

画
停
電
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
対
策
本
部
や
避
難
者
対
策
本
部
を
設
置
し
、
帰
宅
困
難

者
の
た
め
の
避
難
所
設
置
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
の
受
け
入
れ
、
被

災
地
へ
の
救
援
物
資
の
受
け
付
け
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協

力
と
冷
静
な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

３月19日から、市立第１体育館で受け付けた救援物資。受付や仕分けは越
谷市社会福祉協議会、越谷市ボランティア連絡会をはじめ、多くのボランテ
ィアの協力のもと行われました。食料・水・毛布など、29日までの物資の
提供は2624件に上り、第１体育館がいっぱいになるほど寄せられました。

越谷cityメール
配信サービス

依広報広聴課
☎９６３―９１１７

震
災
関
連
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

震
災
関
連
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

越
谷
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
被
災
さ
れ
た
方

々
は
今
も
困
難
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
わ
が
国
が
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
、
全

市
民
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

越
谷
市
長

問
合
せ

●震災の対応…危機管理課
　☎９６３―９２８５
●避難者受け入れ…避難者対策本部
　☎９６３―９１７１
●水道水…越谷・松伏水道企業団
　☎９６６－３９３１
●計画停電について（24時間受付）
　東京電力㈱埼玉カスタマーセンター
　☎０１２０―９９５―４４２
　東京電力計画停電ご案内専用ダイヤル
　☎０１２０―９２５―４３３

越谷市の計画停電のグループ
第２グループB 下記の区域を除いた地域

第５グループB

大間野町５丁目の一部（綾瀬川南側、
草加市境に接する地域）、南越谷のサ
ンシティ内の各施設（南部出張所、越
谷コミュニティセンター、南部図書
室、越谷年金事務所、商業施設）

《これまで計画停電の対象外になっていた地域》
【全域】　東町５～７丁目、伊原１・２丁目、蒲生２・４
丁目、蒲生愛宕町、蒲生東町、蒲生南町、蒲生本町、川
柳町１～６丁目、南町１～３丁目
【ほぼ全域】　東町３丁目、蒲生、蒲生１丁目、蒲生西
町１・２丁目
【一部】　東町１・２・４丁目
【ごく一部】　蒲生茜町
《新たに計画停電対象外になる地域》
【全域】　蒲生旭町、蒲生寿町、蒲生３丁目、瓦曽根２
・３丁目、越ヶ谷１～５丁目、越ヶ谷本町、御殿町、西
方、登戸町、南越谷２丁目、柳町、流通団地４丁目
【ほぼ全域】　瓦曽根１丁目、中町、南越谷１丁目、弥
生町
【一部】　大沢１丁目、西方１丁目、南越谷３・４丁目、
流通団地１～３丁目
【ごく一部】　赤山４丁目、大沢４丁目、西方２丁目
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市
で
は
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
築

さ
れ
た
次
の
建
物
に
つ
い
て
、
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
（
①
の
み
）
に
要

し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
〉

①
2
階
以
下
の
木
造
一
戸
建
て
住
宅

②
３
階
以
上
で
延
べ
面
積
１
０
０
０

㎡
以
上
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

〈
助
成
額
〉

▼
耐
震
診
断
…
耐
震
診
断
に
要
し
た

費
用
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
額

（
①
は
１
戸
に
つ
き
５
万
円
以
内
、

②
の
予
備
診
断
は
10
万
円
以
内
・
本

診
断
は
90
万
円
以
内
）

▼
耐
震
改
修
（
①
の
み
）
…
住
宅
１

戸
に
つ
き
、
耐
震
改
修
に
要
し
た
費

用
の
23
％
に
相
当
す
る
額
（
20
万
円

以
内
）
。
ま
た
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

と
防
災
ベ
ッ
ド
の
設
置
費
用
の
一
部

助
成
も
行
っ
て
い
ま
す

〈
申
込
み
〉　

４
月
11
日
㈪
か
ら
建

築
住
宅
課
へ
。
そ
の
ほ
か
条
件
等
、

　

ヒ
ブ
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
同
時
接
種
後
の
死
亡

事
例
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
で
一
時
接

種
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
国

か
ら
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
安
全
性
に

問
題
は
な
い
」
と
の
通
知
が
あ
り
、

接
種
を
再
開
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
ヒ
ブ
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
の
任
意
予
防
接
種
の
接

種
費
用
を
予
定
ど
お
り
全
額
助
成
し

ま
す
。

〈
対
象
者
〉　

接
種
当
日
に
越
谷
市

に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し

て
い
る
生
後
２
カ
月
〜
５
歳
の
誕
生

日
の
前
々
日
の
お
子
さ
ん

＊
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
市

内
の
医
療
機
関
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

＊
３
月
31
日
ま
で
実
施
し
て
い
た
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
費
用
助

成
を
受
け
る
方
は
、
早
め
に
申
請

く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉　

市
内
在
住
の
方
ま
た

は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
越
谷

市
へ
居
住
予
定
の
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
管
理
組
合
。
補
助

金
の
交
付
申
請
は
60
件
受
け
付
け
ま

す
（
先
着
順
）

＊
市
税
等
の
滞
納
や
建
築
物
等
に
法

令
違
反
が
な
い
こ
と
が
要
件
で
す

〈
補
助
金
額
〉　

１
kw
あ
た
り
３
万

円
。
上
限
は
戸
建
て
住
宅
が
10
万
５

０
０
０
円
（
３
・
５
kw
）
、
マ
ン
シ

ョ
ン
が
30
万
円
（
10
kw
）

〈
対
象
設
備
〉

・
自
ら
所
有
し
居
住
す
る
住
宅
に
、

新
規
に
設
置
す
る
も
の
で
、
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
認
証
を
受
け
た

未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

・
電
力
会
社
と
受
電
契
約
を
結
び
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
無
料
の
簡
易
耐
震
診
断
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
（
16
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）
も
ご
利
用
く
だ

さ
い

意
建
築
住
宅
課
（
本
庁
舎
３
階
）
☎

９
６
３
＝
９
２
０
５

　埼玉県議会議員一般選挙が４月10日㈰、越谷市議
会議員一般選挙が4月24日㈰に行われます。
いずれの選挙も投票時間は午前7時～午後8時です。
●期日前（不在者）投票
　投票日当日、冠婚葬祭や仕事の予定があるとき、ま
たレジャーなどの私用で投票区域内にいないと見込
まれるときなどは、下表のとおり期日前（不在者）投
票ができます。場所により投票時間が異なりますの
でご注意ください。
（投票日当日は☎９６３－９０６２）

依選挙管理委員会☎９６３－９２７６

統一地方選挙のお知らせ
棄権することなく投票しましょう

３
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

３
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

即
日
交
付
を
廃
止
し
ま
す

　

偽
造
さ
れ
た
運
転
免
許
証
を
提
示

し
て
本
人
に
な
り
す
ま
し
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
不
正
に
取
得
す
る

事
件
が
、
全
国
で
複
数
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
４
月
１

日
か
ら
本
人
確
認
を
厳
格
化
し
、
即

日
交
付
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
。
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
住
民
登

録
地
に
郵
便
に
よ
り
文
書
で
照
会
を

行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
申
請
方
法
〉　

印
鑑
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

等
２
点
以
上
）
を
お
持
ち
の
う
え
本

人
が
左
記
へ

〈
手
数
料
〉　

５
０
０
円

意
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
６

　

３
月
定
例
市
議
会
が
２
月
23
日

〜
３
月
17
日
に
市
役
所
議
場
で
開

か
れ
、
市
長
提
出
の
28
議
案
と
議

員
提
出
の
１
議
案
（
▼
印
）
、
委

員
会
提
出
の
２
議
案
（
◆
印
）
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
冨
永
保
氏

　

越
谷
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
委
員
に
、
再
び
冨
永
保
氏
を
選

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

▽
越
谷
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
越
谷

市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て　

▽
越
谷
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
越
谷

市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
越

谷
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
越

谷
市
中
小
企
業
資
金
融
資
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て　

▽
平
成
22
年
度
越
谷
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て　

▽
平
成
22
年
度
越
谷
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
ほ
か
特

別
会
計
補
正
予
算
６
件　

▽
平
成

22
年
度
越
谷
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て　

▽
平
成
23
年
度
越
谷
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て　

▽
平
成
23
年
度

越
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て　

▽
平
成
23
年
度

越
谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て　

▽
平
成
23
年

度
越
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て　

▽
平
成
23
年
度
越

谷
都
市
計
画
事
業
東
越
谷
土
地
区

画
整
理
事
業
費
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て　

▽
平
成
23
年
度
越
谷
都

市
計
画
事
業
越
谷
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
費
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て　

▽
平
成
23
年
度
越
谷
都

市
計
画
事
業
七
左
第
一
土
地
区
画

整
理
事
業
費
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て　

▽
平
成
23
年
度
越
谷
都
市

計
画
事
業
西
大
袋
土
地
区
画
整
理

事
業
費
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

▽
平
成
23
年
度
越
谷
市
公
共
下

水
道
事
業
費
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て　

▽
平
成
23
年
度
越
谷
市
公

共
用
地
先
行
取
得
事
業
費
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て　

▽
平
成
23
年

度
越
谷
市
病
院
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て　

▽
平
成
22
年
度
越
谷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

に
つ
い
て　

▼
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
に
よ
る
被
災
地
域
の
救
援

・
復
旧
と
国
民
生
活
の
安
全
・
安

定
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て　

◆

越
谷
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

◆
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用
を

促
進
す
る
た
め
の
法
律
制
定
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

意
議
案
に
つ
い
て
…
文
書
法
規
課

☎
９
６
３
＝
９
１
３
０
、
議
会
に

つ
い
て
…
議
会
事
務
局
☎
９
６
３

＝
９
２
６
１

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
目
以

降
の
接
種
者
を
優
先
し
ま
す

　

３
月
１
日
か
ら
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者
の
一
部

に
、
助
成
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
現

在
、
ワ
ク
チ
ン
不
足
の
た
め
、
初
回

接
種
の
方
は
一
時
接
種
を
お
待
ち
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
が
整
い
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
３

回
の
接
種
が
必
要
で
、
初
回
接
種
の

効
果
を
十
分
に
生
か
せ
る
よ
う
２
回

目
以
降
の
接
種
者
を
優
先
し
ま
す
。

意
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
９
７
８
＝
３
５
１
１

余
剰
電
力
の
買
い
取
り
契
約
が
結

ば
れ
る
こ
と

〈
申
込
み
〉　

５
月
10
日
㈫
、
午
前

９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
環
境
政
策
課

（
第
二
庁
舎
２
階
）
に
提
出
く
だ
さ

い（
郵
送
不
可
）。
申
請
書
は
環
境
政

策
課
で
お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

〈
注
意
事
項
〉　

補
助
金
の
交
付
決

定
前
に
契
約
を
結
ん
だ
場
合
は
補
助

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

意
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

３

広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ

版
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

も
っ
と
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や

す
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
、
５
月
号

か
ら
お
知
ら
せ
版
が
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

新
コ
ー
ナ
ー
や
コ
ラ
ム
な
ど

▽
協
働
の
担
い
手
た
ち
…
魅
力
的
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
団
体
や
個
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

▽
健
康
情
報
を
充
実
…
こ
れ
ま
で
の

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
ほ
か
、
歯
科
医

に
よ
る
歯
の
健
康
情
報
や
保
健
師
、

栄
養
士
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
コ
ラ

ム
を
掲
載
し
ま
す

▽
こ
し
が
や
探
検
隊
…
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
行
政
の
仕
事
等
を
子
ど
も

向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す

掲
載
広
告
を
募
集
中

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
、
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
す
る
民
間
企
業
等
の

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
広
報
広
聴

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
広
報
番
組
「
い
き
い
き

越
谷
」
が
Y
o
u
T
u
b
e
で

視
聴
可
能
に

　

い
き
い
き
越
谷
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
動
画
投
稿
サ
イ
ト
Y
o
u

T
u
b
e
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
番
組
に
つ
い
て

は
16
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
Y
o
u
T
u
b
e
は
、
動
画
を
自

由
に
投
稿
・
閲
覧
で
き
る
サ
イ
ト

意
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１

７

地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

用

分

相

す

額

築
住
宅
課
へ

条
件
等

子降

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

ま
す

く
だ
さ
い

☎

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

選挙 期間 場所 時間

埼玉県
議会議員
一般選挙

4月2日㈯

～

4月9日㈯

市役所別館
１階会議室

午前8時30分～
午後8時

新越谷駅１階
自由通路内

午前10時～
午後7時ただし、
4/9（土）は
午後5時まで

北部市民会館
１階ロビー

越谷市
議会議員
一般選挙

4月18日㈪

～

4月23日㈯

市役所別館
１階会議室

午前8時30分～
午後8時

新越谷駅１階
自由通路内

午前10時～
午後7時ただし、
4/23（土）は
午後5時まで

北部市民会館
１階ロビー

▲ 新潟県中越沖地震で倒壊
した住宅

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ
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平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
歳
入
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
的
・
効
果
的
に
配
分
し
、
「
安
心

度
埼
玉
№
１
の
越
谷
」
、
「
市
民
が

誇
れ
る
越
谷
」
の
基
本
理
念
の
も

と
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第

４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
で
本
市

の
将
来
像
と
し
た
「
水
と
緑
と
太
陽

に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る

安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
の
着
実

な
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
生
活
を

第
一
に
考
え
た
積
極
的
な
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

で
対
前
年
度
比
８
・
２
％
増
の
８
３

０
億
円
、
９
つ
の
特
別
会
計
と
病
院

事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
総

額
は
対
前
年
度
比
８
・
９
％
増
の
１

５
２
１
億
２
１
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
影
響
や
、
経
済
情
勢
の
変
化
へ
の

対
応
な
ど
を
、
今
後
、
補
正
予
算
等

で
行
う
予
定
で
す
。

市
税
は
対
前
年
度
比

０
・
７
％
増

歳 入
　

歳
入
で
は
、
全
体
の
52
・
６
％
を

占
め
る
市
税
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
経
済
情
勢
の
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
法
人
市
民
税
で
企
業
業
績
の

回
復
に
よ
り
わ
ず
か
な
が
ら
増
収
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
０
・

７
％
増
の
４
３
６
億
８
２
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方

交
付
税
は
、
国
の
「
地
域
主
権
の
確

立
に
向
け
た
制
度
改
革
の
方
針
」
を

踏
ま
え
、
34
億
５
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
債
は
、
越
谷
駅
東

口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
や

（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
、
（
仮
称
）
障
が
い
児
施
設
整
備

事
業
に
係
る
借
入
れ
な
ど
が
主
な
も

の
で
、
本
来
、
地
方
交
付
税
と
し
て

交
付
さ
れ
る
べ
き
額
の
一
部
の
振
替

分
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
38
億
円

を
含
め
、
対
前
年
度
比
２
・
５
％
増

の
62
億
４
４
３
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

扶
助
費
は

構
成
比
22
・
６
％
に

歳 出
　

歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
加
え
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
影
響

を
受
け
て
生
活
保
護
費
が
増
加
し
て

い
る
ほ
か
、
子
ど
も
手
当
の
３
歳
未

満
へ
の
加
算
な
ど
に
よ
り
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
係
る
扶
助
費
が
対
前

年
度
比
19
・
５
％
増
の
１
８
７
億
８

１
４
５
万
円
、
構
成
比
で
22
・
６
％

と
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

物
件
費
は
、
各
種
が
ん
検
診
や
予

防
接
種
事
業
に
係
る
委
託
料
な
ど
の

増
加
に
よ
り
対
前
年
度
比
10
・
０
％

増
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、
越
谷
駅

東
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
整
備
す
る

（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
（
仮
称
）
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
経
費
な
ど
で
、
25
・
９
％
の

増
、
公
債
費
は
、
新
規
の
借
入
れ
を

抑
制
す
る
こ
と
で
、
市
債
残
高
の
減

少
を
図
り
将
来
負
担
の
軽
減
に
努
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
３
・
６
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成23年度予算の概要平成23年度予算の概要

～市民生活を第一に考え、まちを、人を元気に～～市民生活を第一に考え、まちを、人を元気に～
市民生活第一　活性化予算市民生活第一　活性化予算

一
般
会
計
予
算
は
８
３
０
億
円

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
て

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
て

平
成
平
成
2323
年
度
予
算
は
総
額
１
５
２
１
億
円

年
度
予
算
は
総
額
１
５
２
１
億
円

市民１人当たりの予算額は、25万2901円

福祉サービスに 職員の給与や議
員報酬などに

市の借入金の返
済に

学校、道路、公園
等の建設などに

委託料や光熱水
費などの管理費
に

その他（負担金
や貸付、補修費
用などに）

5万7227円 5万2436円 2万5307円 2万4754円 4万931円 5万2246円

市民１人当たりの市税負担額は、13万3099円
市民税 固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 事業所税 都市計画税
6万2762円 5万4145円 689円 6399円 2023円 7081円

※市民１人当たりの額は、平成23年3月1日現在の総人口（328,192人）で割ったものです。

歳　出（目的別内訳）
費目 予算額 構成比（％）対前年度比（％）
議会費 6億4422万円 0.8 26.7
総務費 87億7111万円 10.6 9.0
民生費 318億2709万円 38.3 11.7
衛生費 76億6313万円 9.2 11.7
労働費 3億6249万円 0.4 36.2

農林水産業費 5億8403万円 0.7 ▲0.8
商工費 8億8781万円 1.1 58.9
土木費 122億4268万円 14.8 7.2
消防費 31億7215万円 3.8 2.2
教育費 81億　176万円 9.8 3.8
災害復旧費 2万円 0.0 0.0
公債費 83億　551万円 10.0 ▲3.6
諸支出金 3億3801万円 0.4 0.0
予備費 1億円 0.1 0.0
合計 830億円 100 8.2

※
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
各

費
目
の
合
計
が
合
計
値
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
％
は
構
成
比
、
カ
ッ
コ
内
は
対
前
年
度
比

問合せ・財政課
☎９６３－９１１５
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重
点
戦
略
１

重
点
戦
略
１

地
域
の
担
い
手

地
域
の
担
い
手

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▽
自
治
基
本
条
例
推
進
会
議
運
営
事

業 

１
６
８
万
円

▽
自
治
会
振
興
事
業
・
自
治
会
振
興

交
付
金 

７
８
５
０
万
円

▼
（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業

 

８
億
１
２
９
０
万
円

▼
出
羽
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
整

備
事
業

 

４
９
３
５
万
円

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業
・

地
区
ま
ち
づ
く
り
助
成
金

 

４
２
０
０
万
円

▼
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
事
業

 

１
７
０
万
円

▽
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

 
１
２
０
０
万
円

重
点
戦
略
２

重
点
戦
略
２

エ
コ
ま
ち

エ
コ
ま
ち

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▽
児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ
施
設
整
備
費

 

８
０
０
万
円

▽
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
事
業
（
環

境
管
理
計
画
策
定
委
託
）

 

４
５
０
万
円

▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事

業
（
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
費
補

助
）

 

１
０
０
０
万
円

▽
資
源
物
分
別
収
集
事
業

 

２
億
６
７
０
万
円

▼
環
境
教
育
推
進
事
業

 

３
５
０
万
円

重
点
戦
略
３

重
点
戦
略
３

暮
ら
し
安
心

暮
ら
し
安
心

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
（
仮
称
）
初
期
救
急
急
患
診
療
所

整
備
事
業 

５
０
０
０
万
円

▼
大
袋
保
育
所
整
備
事
業

 

１
億
５
８
５
４
万
円

▼
荻
島
保
育
所
整
備
事
業 

90
万
円

▽
学
童
保
育
室
建
設
事
業

 

１
億
１
０
０
０
万
円

▽
障
壁
改
善
事
業 

２
０
０
０
万
円

▼
保
健
所
整
備
事
業 

５
０
０
万
円

▽
災
害
予
防
対
策
事
業

 

３
６
２
２
万
円

▽
防
犯
対
策
事
業 

６
０
０
万
円

▼
消
防
署
所
整
備
事
業

 

２
０
０
万
円

▽
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

 

８
２
４
０
万
円

重
点
戦
略
４

重
点
戦
略
４

魅
力
・
活
力
向
上

魅
力
・
活
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
中
核
市
移
行
事
業 

74
万
円

▽
大
袋
駅
舎
建
設
事
業

 

２
億
１
６
０
０
万
円

▽
越
谷
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

 

29
億
４
４
１
８
万
円

▽
創
業
者
等
育
成
支
援
事
業

 

１
４
２
０
万
円

▼
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事
業

 

７
６
８
万
円

▼
空
き
店
舗
対
策
事
業

表１　平成23年度市の雇用創出事業
【ふるさと雇用再生事業】
都市型農業経営者育成支援事業 （3）1750万円

【緊急雇用創出事業】
路上喫煙禁止区域内喫煙指導事業 （8）1040万円
就職支援パソコンセミナー事業 （5） 510万円
測量基準点調査点検事業 （12）2990万円
道路台帳デジタル化整備事業 （21）7320万円
河川・排水施設調査事業 （6）2070万円
防火対象物・危険物施設図面等
電子化整備事業 （18）5590万円

小学校低学年補助教職員配置事業 （20）1000万円
子どもと親の相談支援事業 （4） 410万円
学校図書館運営活性化事業 （14）1000万円
子ども読書活動推進事業 （14） 790万円
介護保険料収納補助員配置事業 （2） 250万円
高齢者地域相談体制強化事業 （20）2630万円
下水道台帳システムデータ作成事業 （7）1320万円
下水道情報管理システム入力事業 （4） 690万円
＊カッコ内は雇用予定数。15事業で158人を雇用

平
成
平
成
2323
年
度
の
主
な
重
点
戦
略
事
業

年
度
の
主
な
重
点
戦
略
事
業

平成23年度の主な新規事業平成23年度の主な新規事業
（既存事業に新規事業を加えた事業も含んでいます。1万円未満は四捨五入）（既存事業に新規事業を加えた事業も含んでいます。1万円未満は四捨五入）

市民参加
○（仮称）市民活動支援センター整備事業
 8億1290万円
　《市民活動支援課、産業支援課、図書館》
　越谷駅東口再開発ビル内に、（仮称）市
民活動支援センターを整備します。また、
センター内に観光・物産情報コーナーと中
央図書室を設置します。

○出羽地区センター・公民館整備事業
　《市民活動支援課》 4935万円
　出羽地区センター・公民館の整備を行う
ため、地質調査や設計を行います。

行財政運営
○中核市移行事業 74万円
　《企画課》
　市民に身近なサービスを提供できるよ
う、中核市への移行を目指します。
○（仮称）パスポートセンター整備事業
　《市民課》 1億990万円
　越谷駅東口再開発ビル内に、（仮称）パ
スポートセンターを整備します。

保健、医療
○地域医療推進事業 1080万円
　《地域医療課》
　地域医療団体と連携し、講演会およびシ
ンポジウムを行います。また、看護業務に
従事しようとするものに対し、修学資金を
貸与します。
○（仮称）初期救急急患診療所整備事業
　《地域医療課》 5000万円
　一般（16歳以上）の夜間初期救急医療を
確保するため、急患診療所を整備します。
○ワクチン接種緊急促進事業
　《市民健康課》 7億円
　未来を担う子どもたちを対象に、子宮頸
がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用
肺炎球菌ワクチンの接種事業を実施します。
○保健所整備事業 500万円
　《保健所準備室》
　中核市への移行に向けて保健所の設置準
備を進めます。

子育て
○大袋保育所整備事業 1億5854万円
　《保育課》
　大袋保育所の建て替えに向けた用地購
入、設計等を行います。
○荻島保育所整備事業 90万円
　《保育課》
　荻島保育所の建て替えに向けた測量を行
います。

福祉、社会保障
○成年後見センター運営事業
　《障害福祉課》 701万円
　高齢者や障がい者等を支援するため、成
年後見センターの運営を行います。
○（仮称）第４老人福祉センター整備事業
　《高齢介護課》 710万円
　（仮称）第４老人福祉センターの整備に
向けた事業を行います。
○助け合いの仕組みづくり事業
　《高齢介護課》 170万円
　高齢者の社会参加や生きがいづくりを支
援します。

都市整備
○川柳大成町線整備事業 1500万円
　《道路建設課》
　越谷レイクタウン特定土地区画整理事業
地区界から県道柿木町蒲生線までの整備を
行います。
○八条用水緑道整備事業 5050万円
　《公園緑地課》
　越谷市緑の基本計画に基づき、健康・体
力づくりの場となる緑道を整備します。

環境
○自然保護事業（コシガヤホシクサの復帰
等）
　《環境政策課》 182万円
　野生絶滅種のコシガヤホシクサを越谷で
復帰させることを目指し栽培に必要な機器
を購入します。

消防
○消防署所整備事業 200万円
　《消防本部総務課》
　谷中分署の建て替えに必要となる用地を
確保するため、測量を行います。

産業
○産業活性化推進事業 704万円
　《産業支援課》
　こしがや産業フェスタを開催するほか、
産業財産権の取得や地域特産品の開発・販
売促進に対し支援を行います。
○空き店舗対策事業 1400万円
　《産業支援課》
　空き店舗に新たに出店する事業者に対し
経費の一部を助成します。また、「地域支
えあいの仕組み推進事業」に対し支援を行
います。
○観光資源創出事業 5000万円
　《産業支援課》
　葛西用水沿いにウッドデッキを整備し、
「水郷こしがや」の新たな観光スポットの
創出を図ります。
○地産地消推進事業 350万円
　《農業振興課》
　学校給食米生産奨励事業を行うほか、農
商工連携事業として地場農産物の展示商談
会や異業種交流会を開催します。

雇用
○緊急雇用創出事業 2億7610万円
　《産業支援課》
　県緊急雇用創出基金市町村事業として、
離職を余儀なくされた労働者等の一時的な
雇用機会の創出等を図ります。（表１参照）

教育
○障がい児就学支援事業 169万円
　《教育センター》
　児童・生徒一人ひとりに合わせた適切な
指導および必要な支援を行うため、専門家
を学校に派遣し、教職員の資質の向上を図
ります。
○環境教育推進事業 350万円
　《教育センター》
　環境への理解を深めるため、身近な自然
を活用した指標生物調査や、環境保全体験
活動に取り組むとともに、学校ビオトープ
の環境整備を行います。

生涯学習
○野口冨士男文庫運営事業
　《図書館》 220万円
　越谷市に縁のある作家野口冨士男の生誕
百年を記念し、「越ヶ谷日記」を発行します。
○備品、図書、雑誌等購入事業
　《図書館》 6004万円
　図書館の備品の整備や図書・雑誌等の購
入を行います。また、（仮称）市民活動支
援センター内の中央図書室開設に向けた準
備を行います。

整備の進む越谷駅東口市街地再開発事業

　

重
点
戦
略
事
業
は
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
各
施
策
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
重
点
的
か
つ
優
先
的
に
実
施
す
る
事
業
で
す

（
▼
は
新
規
事
業
）

 

１
４
０
０
万
円

▼
地
産
地
消
推
進
事
業

 

３
５
０
万
円

▼
備
品
、
図
書
、
雑
誌
等
購
入
事
業

（
図
書
館
）

 

６
０
０
４
万
円
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市立病院事業会計
収益的収入および支出

医 業 収 益 95 億 8250 万円
病 院 医 業 外 収 益 6 億 1740 万円
事業収益 特 別 利 益 10 万円

合 計 102 億 円

医 業 費 用 99 億 7720 万円
病 院 医 業 外 費 用 1 億 8380 万円
事業費用 特 別 損 失 2900 万円

予 備 費 1000 万円
合 計 102 億 円

資本的収入および支出
資 本 的 固定資産売却代金 10 万円
収 入 合計 10 万円

資 本 的 建設改良費 6 億 3660 万円
支 出 企業債償還金 2 億 3940 万円

合計 8 億 7600 万円

＊病院事業会計は支出総額110億7600万円になります
＊資本的収支の不足額8億7590万円は補てん財源から
　補てんします

　

平
成
23
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
、
さ

ら
に
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
社
会
環
境
の

大
き
な
変
化
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
一
定
の

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
第
３
次
越

谷
市
総
合
振
興
計
画
は
、
平
成
22
年
度
を
も

っ
て
締
め
く
く
り
と
な
り
、
平
成
23
年
度

は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第

４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。
「
人
間
尊
重
」
と
「
市
民
主

権
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
し
、
新
た
な

本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と
太
陽
に

恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安

心
・
快
適
都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、
各
施

策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

平
成
20
年
秋
の
世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ

っ
て
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
わ
が
国
の
経
済

は
、
依
然
と
し
て
本
格
的
な
回
復
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
一
部
に
持
ち
直
し
に
向
け
た
動

き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
足
踏
み

状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
失
業
率

も
高
水
準
に
あ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
デ
フ
レ
の
影
響
や
雇
用

情
勢
の
悪
化
が
依
然
と
し
て
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
「
新
成
長
戦

略
」
に
基
づ
い
た
「
円
高
・
デ
フ
レ
対
応
の

た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」
実
現
の
た
め
、
昨

年
11
月
に
補
正
予
算
を
編
成
し
、
景
気
の
テ

コ
入
れ
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
に
根
ざ
し
た
元
気
な
日
本
を
復
活
さ
せ
る

た
め
、
「
成
長
と
雇
用
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

デ
フ
レ
脱
却
と
景
気
の
自
律
的
回
復
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
現
下
の
経
済

情
勢
を
考
慮
し
つ
つ
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
・
財
政
政
策

の
基
本
方
針
の
下
で
編
成
さ
れ
た
、
平
成
23

年
度
一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年

度
比
０
・
１
％
増
の
92
兆
４
１
１
６
億
円
、

そ
の
う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出

は
、
対
前
年
度
比
１
・
２
％
増
の
54
兆
７
８

０
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
法
人
市
民
税
で
は
、

企
業
業
績
の
回
復
に
よ
り
僅
か
な
が
ら
増
収

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
景
気
低
迷
の
影
響

を
受
け
、
個
人
市
民
税
で
は
、
引
き
続
き
減

収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
歳
入
確
保
が
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
23
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
市
民
の
生
活
を
第

一
に
考
え
、
自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支

出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推

進
を
は
か
る
た
め
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意

識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・

効
果
的
な
配
分
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
も
と
、
平
成
23

年
度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年

度
比
８
・
２
％
増
の
８
３
０
億
円
、
さ
ら
に

各
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た

全
会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
８
・

９
％
増
の
１
５
２
１
億
２
１
０
０
万
円
で
編

成
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の

大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
綱
１
の「
市
民
と
つ
く
る
住
み

よ
い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い

て

　

ま
ず
、
大
綱
１
の
「
市
民
と
つ
く
る
住
み

よ
い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
や
行
政
需
要
の
増
加
に

適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
越
谷
市
自
治

基
本
条
例
や
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画

基
本
構
想
の
理
念
に
掲
げ
る
「
市
民
主
権
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
民

参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な

る
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
幅
広
い
市

民
参
加
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
は
か
り
、
分
か
り

や
す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
政
へ
の
参
加
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
市
民
力
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
実

施
し
た
「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ

い
て
は
、
懇
談
の
テ
ー
マ
や
対
象
を
変
え
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
市
民
の
自
主
的
、
主
体
的

な
取
り
組
み
を
重
視
し
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
治
会

や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な
ど
に

対
し
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
行
う
快
適
で
活
力

あ
る
魅
力
的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
の
助

成
制
度
の
周
知
を
は
か
り
、
よ
り
活
用
し
や

す
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
活
動
の
活
性

化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
越

谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
市
民
活
動
団
体

の
育
成
と
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
地
区
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
維
持

管
理
と
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な

出
羽
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
建
設
に
向

け
た
基
本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る

中
、
全
て
の
市
民
が
か
け
が
え
の
な
い
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係

機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
人
権
意

識
の
向
上
の
た
め
の
人
権
教
育
・
人
権
啓
発

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
策

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

公
共
下
水
道
特
別
会
計
は

公
共
下
水
道
特
別
会
計
は

対
前
年
度
比

対
前
年
度
比
3636
・
５
％
増

・
５
％
増

　

特
別
会
計
の
総
額
は
、
５
８
０
億

４
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

10
・
５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
公
共
下
水
道
特
別
会
計

で
市
債
の
借
換
え
を
行
う
こ
と
や
介

護
保
険
特
別
会
計
で
給
付
費
が
増
加

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
歳
出

を
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
療

養
給
付
費
な
ど
保
険
給
付
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
３
・
１

％
増
の
３
１
０
億
円
、
後
期
高
齢
者

　

平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
３
月
定
例
市
議
会
が
、

２
月
23
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
高
橋
市
長
が
新
年
度
の
市
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方

針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
係
る
主
要
施
策
な
ど
に

つ
い
て
、
吉
田
教
育
長
が
教
育
行
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
施
政
方
針
と
教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
特
別
会
計
は
、
保
険
給
付
を
行

う
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
へ
の
納
付
金
な
ど
で
21
億
７
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
要
介
護

者
の
増
加
に
よ
る
給
付
費
の
伸
び
な

ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
13
・
３
％

増
の
１
０
４
億
９
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
土
地
区
画
整
理
特
別
会

計
は
、
東
越
谷
、
越
谷
駅
西
口
、
七

左
第
一
、
西
大
袋
の
４
会
計
が
あ

り
、
合
計
で
26
億
８
５
０
０
万
円
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道
特
別
会

計
は
、
支
払
い
利
子
の
軽
減
の
た
め

過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債
の
借
換
え

を
行
う
経
費
の
増
加
な
ど
で
、
対
前

年
度
比
36
・
５
％
増
の
１
１
０
億
４

０
０
０
万
円
、
公
共
用
地
先
行
取
得

特
別
会
計
は
、
（
仮
称
）
第
４
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
た
用

地
の
購
入
な
ど
で
６
億
６
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
固
定
資
産
売
却
代
金

の
10
万
円
で
す
。

　

支
出
で
は
、
建
設
改
良
費
（
医
療

器
械
の
購
入
や
病
院
整
備
工
事
な

ど
）
が
６
億
３
６
６
０
万
円
で
72
・

７
％
、
病
院
事
業
債
の
企
業
債
償
還

元
金
が
２
億
３
９
４
０
万
円
で
27
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

意
市
立
病
院
庶
務
課
☎
９
６
５
＝
２

２
２
１

特別会計・企業会計の内訳

特別会計 対前年度増減率（％）

国民健康保険会計 310億円 3.1

老人保健会計 － 皆減

後期高齢者医療会計 21億7000万円 4.3

介護保険会計 104億9000万円 13.3

東越谷土地区画整
理事業費会計 3億9000万円 ▲ 13.3

越谷駅西口土地区
画整理事業費会計 500万円 11.1

七左第一土地区画
整理事業費会計 3億6000万円 0.0

西大袋土地区画整
理事業費会計 19億3000万円 ▲ 4.5

公共下水道事業費会計 110億4000万円 36.5

公共用地先行取得
事業費会計 6億6000万円 222.0

特別会計　計 580億4500万円 10.5

企業会計 対前年度増減率（％）

病院事業会計 110億7600万円 5.9

平
成
23
年
度

施
政
方
針
、教
育
行
政
方
針

施
政
方
針
（
全
文
）

市長とふれあいミーティング

　

市
立
病
院
は
、
昭
和
51
年
に
開
院

し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救

急
・
高
度
・
特
殊
医
療
を
柱
に
、
質

の
高
い
安
全
で
満
足
い
た
だ
け
る
医

療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
度
の
病
院
事
業
会
計
の
予
算
の

概
要
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
医
業
収
益
（
入
院
・

外
来
患
者
収
益
な
ど
）
が
95
億
８
２

５
０
万
円
で
、
予
算
の
93
・
９
％
を

占
め
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
医
業
費
用
（
職
員
給

与
・
医
療
材
料
費
・
経
費
な
ど
）
が

99
億
７
７
２
０
万
円
で
予
算
の
97
・

８
％
、
支
払
利
息
等
の
医
業
外
費
用

が
1
億
８
３
８
０
万
円
で
１
・
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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定
し
た
第
３
次
越
谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
「
男
女
が
み
と

め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を
活

か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
施
策
や
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
対
策
に
関
す
る
取
り
組

み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

今
後
も
効
率
的
な
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
指
定
管
理
者
と
十
分
に
連
携
し

な
が
ら
業
務
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
、
市
の
直

営
に
よ
る
相
談
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
経
済
的
・
精
神
的
な
自
立
や
社
会

参
画
を
求
め
る
女
性
の
た
め
の
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
外
国

人
の
定
住
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
、
外
国
人

市
民
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
と
も
に
暮
ら

し
て
い
く
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
中
、
多
言
語
に
よ
る
市
政
情
報
の

提
供
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
必
要

な
支
援
を
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
と

協
力
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
キ

ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
な

ど
、
国
際
交
流
を
通
し
て
本
市
の
国
際
化
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
一
段
と
厳
し
い
財
政
環
境
が
見
込
ま

れ
る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
着
実
に
推
進

し
、
時
代
や
情
勢
の
変
化
に
即
し
た
自
治
体

と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
の
組
織
・
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に

不
断
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
行
政
評
価
制
度
を
通
じ
た
施

策
や
事
業
の
点
検
・
見
直
し
を
徹
底
し
、
限

ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い

け
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
行
政
課

題
な
ど
に
的
確
に
対
応
し
う
る
組
織
体
制
と

す
る
た
め
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画

の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
保
健
医
療
部
門
を

「
保
健
医
療
部
」
と
し
て
分
離
・
新
設
す
る

な
ど
、
今
年
４
月
に
機
構
改
革
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
多
く
の
権
限
を
有
す
る

中
核
市
へ
の
移
行
を
目
指
し
、
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
内

部
事
務
の
効
率
化
と
新
た
な
制
度
へ
の
円
滑

な
対
応
を
は
か
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構

築
や
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
安
全
・
安

心
な
電
子
自
治
体
の
構
築
に
向
け
、
個
人
情

報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
十
分
に

配
慮
し
た
情
報
化
施
策
を
積
極
的
か
つ
効
率

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
混
雑
の

解
消
や
証
明
書
発
行
の
待
ち
時
間
の
短
縮
を

は
か
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
旅
券
発
給
事
務
窓
口
に
つ
い

て
は
、
利
便
性
の
向
上
と
業
務
の
充
実
を
は

か
る
た
め
、
越
谷
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
へ

の
移
転
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書

自
動
交
付
機
の
利
用
促
進
を
は
か
る
た
め
、

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
お
よ
び
「
こ
し

が
や
市
民
カ
ー
ド
」
の
普
及
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
は
も
と
よ
り
、
市
税
以
外
の
市
債
権
の
収

納
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
不
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
公
売
な
ど
の
処
分
を
行
い
、
経
済

的
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。大

綱
２
の「
だ
れ
も
が
健
康
で
生

き
が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

　

次
に
、
大
綱
２
の
「
だ
れ
も
が
健
康
で
生

き
が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
全
て
の
市
民
が

生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ
や
か
に
、
い
き
い
き

と
、
人
間
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
平
成
22
年
度
に
開
設
し
た
「
福

祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
に
お
い
て
、
引
き

続
き
福
祉
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
今
年
４
月
か
ら

新
た
に
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を
実

施
し
、
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
な
ど
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
児
夜

間
急
患
診
療
所
の
適
切
な
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
小
児
以
外
の
初
期
救
急
医
療
を
確

保
す
る
た
め
、
（
仮
称
）
初
期
救
急
急
患
診

療
所
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
手
厚
い
看
護
の

提
供
と
併
せ
て
収
益
の
確
保
を
は
か
る
た

め
、
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
入
院
患
者

７
人
に
対
し
看
護
師
１
人
の
体
制
と
な
る
よ

う
看
護
師
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
順
天
堂
大
学
に
研
究
講
座
を
開
設

し
、
総
合
診
療
医
の
養
成
と
確
保
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
よ
り
安
全
で
快

適
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
内
視
鏡
の
検

査
室
や
化
学
療
法
の
治
療
室
を
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
依

然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
救
急
・
高

度
・
特
殊
医
療
を
運
営
の
基
本
と
し
て
、
地

域
医
療
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
中

核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

予
防
医
療
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
と
女
性

の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

事
業
を
新
た
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
各
種
が
ん
検
診
の
実
施
や
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病

予
防
対
策
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
積
極

的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
妊
婦
健
康
診
査
や
乳
幼
児
が

い
る
家
庭
に
対
す
る
訪
問
を
充
実
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
総
合
的
な
保
健
衛
生
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
は
か
る
た
め
、
保
健
所
の

設
置
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
・
後
期
計
画
に
基
づ

き
、
多
様
な
子
育
て
事
業
の
着
実
な
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ

ン
や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
に

よ
り
、
県
の
「
地
域
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン
」

の
認
定
を
受
け
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
推
進
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
関
連
部

局
と
の
連
携
を
強
化
し
、
総
合
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
特
徴
を
生

か
し
た
事
業
を
展
開
し
、
児
童
の
健
全
育
成

を
は
か
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
子
育
て
支

援
施
設
と
し
て
多
様
な
役
割
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
「
生
物
と
環
境
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ
に
つ
い
て

は
、
環
境
学
習
の
充
実
と
館
内
冷
暖
房
の
効

率
化
を
は
か
る
た
め
、
越
谷
市
地
球
温
暖
化

対
策
基
金
を
活
用
し
、
太
陽
光
発
電
施
設
と

断
熱
フ
ィ
ル
ム
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
に
一
部

事
業
に
着
手
し
た
大
袋
保
育
所
の
建
て
替
え

に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
荻
島
保

育
所
の
建
て
替
え
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
０

歳
児
ま
で
に
対
象
を
拡
大
し
た
障
が
い
児
保

育
に
つ
い
て
は
、
一
層
の
拡
充
を
は
か
り
、

公
立
保
育
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
22
年
度
に
建
て

替
え
を
行
っ
た
袋
山
保
育
園
と
新
た
に
設
置

さ
れ
る
の
〜
び
る
保
育
園
分
園
が
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、

今
年
４
月
に
開
園
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
60
名
の
定
員
拡
大
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
既
存
の
保
育
園
を
含
め
そ

の
運
営
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

の
開
設
に
向
け
て
桜
井
小
学
校
区
に
公
立
学

童
保
育
室
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
近
年
待

機
児
童
が
生
じ
て
い
る
宮
本
学
童
保
育
室
の

２
室
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
安
定

的
な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
支
援
を
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

通
院
医
療
費
を
中
学
校
修
了
ま
で
支
給
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
も
、
国

の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
適
切
に
支
給
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児

通
園
施
設
お
よ
び
早
期
療
育
教
室
、
こ
と
ば

の
治
療
相
談
室
に
お
い
て
、
年
齢
や
能
力
に

応
じ
た
訓
練
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
み
の

り
学
園
と
あ
け
ぼ
の
学
園
の
施
設
機
能
と
療

育
・
訓
練
機
能
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
た

め
、
新
た
な
障
が
い
児
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
、
平
成
25
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
障

害
者
自
立
支
援
法
な
ど
に
基
づ
く
介
護
給
付

な
ど
の
円
滑
な
支
給
を
行
い
、
障
が
い
を
持

つ
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童

相
談
所
を
は
じ
め
と
す
る
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
児
童
虐
待

の
予
防
、
早
期
発
見
お
よ
び
早
期
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
が

あ
る
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
利
用
者
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
実

情
を
踏
ま
え
た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
第
３
期
越
谷
市
障
が
い
福
祉

計
画
を
国
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
策
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
障
害
者

就
労
訓
練
施
設
し
ら
こ
ば
と
」
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
障
が
い
者
施
設
や
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
を
は
か
り
な

が
ら
就
労
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
同
施
設
内
に
移
設
す
る
「
知
的

障
害
者
通
所
授
産
施
設
し
ら
こ
ば
と
職
業
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
就
労
移
行
支
援
事

業
お
よ
び
就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型
を
実
施

す
る
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
し

ら
こ
ば
と
」
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
移
行

し
、
就
労
支
援
の
強
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
工
賃
収
入
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
は
、
判
断
能
力

の
低
下
し
た
高
齢
者
や
知
的
障
が
い
者
、
精

神
障
が
い
者
の
権
利
と
財
産
を
守
る
た
め
、

制
度
の
周
知
や
利
用
の
啓
発
な
ど
を
は
か
る

と
と
も
に
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
た
「
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
」
や
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
な
ど
の
「
助
け
合
い
の
仕
組

み
づ
く
り
」
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
対
策
事
業
や
自
立

支
援
に
向
け
た
在
宅
福
祉
事
業
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
（
仮
称
）
第
４
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
建
設
用
地
の
取

得
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
５
期
越
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
総
合
的
で
質
の

高
い
介
護
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
と
と
も
に
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
総
合
相
談
支
援
、
権
利
擁

護
な
ど
の
事
業
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
保
険
施
設
な

ど
の
基
盤
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
65

歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

を
は
か
る
た
め
、
低
所
得
者
に
対
す
る
利
用

者
負
担
軽
減
や
保
険
料
減
額
制
度
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
１
月
か
ら
運
営
を
開
始
し
た
「
養

護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
」
に
つ
い
て
は
、

適
正
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
社
会
福
祉
法
人

に
対
し
て
継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

低
所
得
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
、
生
活
保
護
受
給
者
が
急
増
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
を
支
え
る
支
援

制
度
と
し
て
、
引
き
続
き
生
活
保
護
の
適
切

な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
り
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健
全
な
財
政
運

営
を
目
指
し
、
収
納
率
の
向
上
お
よ
び
医
療

費
の
適
正
化
に
努
め
、
地
域
保
険
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
綱
３
の「
自
然
と
調
和
し
質
の

高
い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ

く
り
」に
つ
い
て

　

次
に
、
大
綱
３
の
「
自
然
と
調
和
し
質
の

高
い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
都
市
機
能
の
集
約
化
や
公
共
交
通

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
即
し
て
見
直
し
を

行
っ
た
越
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

都
市
環
境
の
計
画
的
な
創
出
に
向
け
、
自
然

と
の
調
和
を
は
か
り
な
が
ら
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
都
市
施
設
の
整
備
や
活
気
あ
る
市

街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
う
る
お
い
と
魅
力
あ
る
越
谷
ら
し
い
景

観
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
副
次
核
で
あ
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
地
区
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市

再
生
機
構
が
主
体
と
な
り
、
平
成
25
年
度
末

の
工
事
完
成
に
向
け
、
引
き
続
き
大
相
模
調

節
池
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
な
ど

と
の
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
よ
り
一
層
環

境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

越
谷
駅
東
口
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業

に
つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
市
街
地
再
開
発

組
合
が
主
体
と
な
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
事
業
完
成
に
向
け
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越

谷
地
区
お
よ
び
七
左
第
一
地
区
の
事
業
完
了

を
、
ま
た
、
西
大
袋
地
区
は
一
層
の
事
業
進

捗
を
は
か
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な

市
街
地
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

都
市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷

市
ま
ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
は
か
る
と
と
も

に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ

の
責
任
と
相
互
の
信
頼
の
も
と
、
協
働
に
よ

る
安
全
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
の
確
保
や
景
観

な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生
活
道
路

８
面
に
続
く 越谷レイクタウン特定土地区画整理事業
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の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
越
谷

吉
川
線
お
よ
び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
に
着

手
す
る
ほ
か
、
各
路
線
の
早
期
完
成
を
目
指

す
と
と
も
に
、
県
事
業
の
路
線
に
つ
い
て

も
、
県
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
積
極
的
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
路
線
の
充
実
や
交
通
空
白
地

帯
の
利
便
性
向
上
を
は
か
る
た
め
、
よ
り
一

層
事
業
者
と
の
綿
密
な
連
携
を
は
か
り
、
そ

の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大

袋
駅
の
東
西
に
お
け
る
人
的
動
線
の
確
保
や

駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
は
か
る
た

め
、
大
袋
駅
の
橋
上
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
増
林
地
区
お

よ
び
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
な
ど
の
公
園
や
原
っ
ぱ
公
園
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
治
会
や
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な
ど
と
連
携
を

は
か
り
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
適
切
な
公

園
管
理
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
元
荒
川
緑
道
、
綾
瀬
川
緑
道
お
よ
び

八
条
用
水
緑
道
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
よ
り

中
川
の
河
川
改
修
や
大
相
模
調
節
池
に
係
る

導
水
路
お
よ
び
排
水
機
場
の
建
設
な
ど
の
整

備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、
治
水
安
全
度
の
向

上
と
河
川
環
境
の
改
善
が
は
か
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
要
望
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
新
川
都

市
下
水
路
、
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の

整
備
と
と
も
に
、
突
発
的
な
集
中
豪
雨
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
水
防
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
清
潔
で
快
適

な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
普
及
率
お

よ
び
水
洗
化
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
は
か
る

と
と
も
に
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管

理
と
健
全
な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改

修
費
の
補
助
の
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
て
も
耐
震
診
断
の
補
助

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相

談
は
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
利
用
拡
大

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

営
住
宅
の
長
寿
命
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

大
綱
４
の「
人
や
環
境
に
や
さ
し

く
安
全
・
安
心
な
生
活
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

　

次
に
、
大
綱
４
の
「
人
や
環
境
に
や
さ
し

く
安
全
・
安
心
な
生
活
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題

は
、
21
世
紀
に
人
類
が
直
面
す
る
最
大
の
課

題
の
一
つ
で
あ
り
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
の
全
て
の
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
策

定
し
た
「
越
谷
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
施
策
編
）
」
や
現
在
策
定
中
の

越
谷
市
環
境
管
理
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
市

民
や
事
業
者
へ
の
普
及
・
啓
発
活
動
や
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
は
か
る
た
め
、
大

気
や
水
質
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
自
治
会
な
ど
に
よ
る
自

主
的
な
環
境
衛
生
活
動
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
野
生
絶
滅
種
コ
シ
ガ
ヤ
ホ

シ
ク
サ
の
越
谷
市
内
で
の
野
生
復
帰
に
向
け

て
、
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

に
改
定
し
た
越
谷
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
こ
の
計

画
の
目
標
達
成
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
市
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、
雑

紙
の
拠
点
回
収
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
系
ご
み
の
排
出
を
抑
制
す
る
た

め
、
多
量
排
出
事
業
者
に
対
す
る
指
導
を

強
化
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
に
備
え
、
地
域
の
自
主
防
災
力
の

向
上
を
は
か
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
に
対

し
、
防
災
資
器
材
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
は

か
る
た
め
、
「
多
言
語
版　

地
震
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
区
と

合
同
の
総
合
防
災
訓
練
や
防
災
資
器
材
の
備

蓄
、
さ
ら
に
、
防
災
行
政
無
線
の
設
置
工
事

な
ど
を
行
い
、
災
害
予
防
対
策
の
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主

防
犯
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識

の
高
揚
を
は
か
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充

実
、
さ
ら
に
、
防
犯
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

環
境
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
犯
罪
の
抑
止
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
指
導

員
に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
交
通
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
団
体
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

は
か
り
、
啓
発
活
動
を
拡
大
・
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
に
係

る
相
談
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
は
、
市
民
相
談

員
や
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
を
は
か
る
た
め
、
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
複
雑
・
多
様
化
す
る

火
災
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
災
害
や
増
加
す

る
救
急
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、
市
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
谷
中
分
署
の

建
て
替
え
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
消
防
救

急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
に
係
る
調
査

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
予
防

業
務
や
消
防
活
動
に
資
す
る
た
め
、
各
種
届

出
書
や
図
面
の
電
子
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
常
備
消
防
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
お
よ
び
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
火
災
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
は
じ
め
と
す
る
住
宅

用
防
災
機
器
の
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
の
向

上
を
は
か
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
養
成
や

公
共
施
設
に
設
置
し
た
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
救
命
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
、
市

民
へ
の
応
急
手
当
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向

上
と
消
防
団
活
動
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

器
具
置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
更
新
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
綱
５
の「
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
育
む
持
続
的
で
躍
動
す
る
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

　

次
に
、
大
綱
５
の
「
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
育
む
持
続
的
で
躍
動
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
や
長
引
く
景
気
低
迷
な
ど
に
よ

り
、
地
域
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
産
業
の
振

興
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、
雇
用
の
促
進
や
市
民
生
活
を
向
上

さ
せ
る
役
割
を
担
い
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
産
業
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
国
・
県
と
一
層
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
が
大

半
を
占
め
る
本
市
に
お
い
て
、
経
営
基
盤
の

安
定
と
強
化
を
は
か
る
た
め
、
引
き
続
き
制

度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
の
限
度
額
引
き

上
げ
を
行
い
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
振
興
お
よ
び

市
の
知
名
度
の
向
上
な
ど
を
は
か
る
た
め
、

市
特
産
品
の
認
定
制
度
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
、
開
発
・
販
売
促
進
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
む
新
産
業
や

雇
用
の
創
出
を
は
か
る
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
施
設
で
あ
る
産
業
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
二
番
館
に
お
け
る
創
業
者
等
支
援
育
成

事
業
や
オ
フ
ィ
ス
家
賃
助
成
制
度
の
活
用
促

進
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

商
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
商
工
会

が
空
き
店
舗
を
拠
点
と
し
て
行
う
「
地
域
支

え
合
い
の
仕
組
み
推
進
事
業
」
へ
の
支
援
な

ど
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
越

谷
駅
周
辺
の
都
市
機
能
の
増
進
お
よ
び
経
済

活
力
の
向
上
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
、
改
正
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に

基
づ
く
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
谷
駅
東
口
再

開
発
ビ
ル
内
の
（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
内
に
観
光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
越
谷
駅
高
架
下

物
産
展
示
場
に
つ
い
て
、
従
来
の
展
示
に
加

え
て
、
特
産
品
な
ど
の
販
売
や
観
光
案
内
が

で
き
る
よ
う
改
修
を
行
い
、
本
市
特
産
品
・

観
光
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
「
水
郷
こ
し
が
や
」
の
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
を
は
か
る
た

め
、
散
歩
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
草
花
で

親
し
ま
れ
て
い
る
葛
西
用
水
沿
い
に
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
を
整
備
し
、
遊
歩
道
と
し
て
の
回
遊

性
の
向
上
や
各
種
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る

集
客
、
さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
活
用
な
ど
に
よ

る
魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
賑
わ
い
の
創
出
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

工
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
取
引
・
技
術
交

流
の
促
進
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

創
出
な
ど
を
は
か
る
た
め
、
異
業
種
交
流
に

よ
る
商
談
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
首
都
近
郊
に
あ
り
な

が
ら
、
稲
作
を
は
じ
め
、
ネ
ギ
、
小
松
菜
、

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
彩
り
あ
ふ
れ
る
農
産
物
の

生
産
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
と
い
う
本
市
の

特
性
や
優
位
性
を
活
か
し
た
「
都
市
型
農

業
」
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
２
次
越
谷
市
都
市
農
業
推

進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
持
続
的
に
農
業
が

行
わ
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い

て
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
や
農
業
関
係
者

は
も
と
よ
り
、
商
工
業
者
と
も
連
携
を
は
か

り
、
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
を

中
心
と
し
た
飲
食
店
や
食
品
加
工
業
者
な
ど

の
事
業
者
に
対
し
て
、
地
場
農
産
物
の
展
示

会
・
商
談
会
を
行
い
、
新
た
な
販
路
の
開
拓

や
利
用
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

優
良
農
地
の
保
全
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

は
、
農
地
の
利
用
集
積
に
よ
る
農
作
業
の
効

率
化
を
は
か
る
た
め
、
農
地
の
利
用
状
況
や

農
業
者
の
営
農
意
向
な
ど
の
情
報
を
収
集
・

分
析
・
活
用
す
る
（
仮
称
）
農
地
管
理
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
都
市
型

農
業
経
営
者
育
成
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
事
業
に
取
り
組
み
、
農
業
後
継
者

や
担
い
手
の
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
の
就
業

機
会
の
確
保
や
雇
用
の
安
定
を
は
か
る
た

め
、
若
年
者
、
女
性
、
中
高
年
な
ど
の
早
期

就
職
に
向
け
、
引
き
続
き
専
門
の
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
配
置
に
よ
る
若
年
者
等

就
職
支
援
事
業
や
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
事
業
な
ど
の
推
進
を
は
か

り
、
就
業
支
援
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
埼
玉
県
緊
急
雇
用

創
出
基
金
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
の
雇
用
創
出

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
綱
６
の「
い
き
い
き
と
だ
れ
も

が
学
べ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」に
つ
い
て

　

次
に
、
大
綱
６
の
「
い
き
い
き
と
だ
れ
も

が
学
べ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
い
き
い
き
と
だ

れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
く
越
谷
教
育
プ
ラ

ン
―
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
―
」
に
基

づ
き
、
基
本
理
念
で
あ
る
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
で
き
る
よ
う
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
配
慮
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
行
う
た

め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効
果

的
な
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、
専
門
家
を

学
校
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
き
め

細
や
か
な
指
導
の
充
実
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

社
会
を
築
く
た
め
、
環
境
行
政
と
学
校
教
育

が
連
携
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
体

験
活
動
を
重
視
し
た
環
境
教
育
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ

ま
で
平
成
27
年
度
を
完
了
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
計
画
を
３
年
早

め
、
平
成
24
年
度
完
了
を
目
指
し
、
事
業
の

進
捗
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
23
年

度
は
、
国
の
平
成
22
年
度
第
１
次
補
正
予
算

な
ど
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
延
べ

25
校
43
棟
の
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
耐
震

補
強
設
計
に
つ
い
て
は
、
11
校
18
棟
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
全
て
完
了
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

生
涯
学
習
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
豊
か
な
読
書

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
越
谷
駅
東
口
再
開

発
ビ
ル
内
の
（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
す
る
（
仮
称
）
中
央
図
書
室

の
開
室
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

よ
り
一
層
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
前
期
基
本
計
画
の
適
正
な
進

行
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
「
安
心
度
埼
玉

№
１
の
越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
理
念
を
第
４
次
越
谷
市
総
合

振
興
計
画
に
反
映
さ
せ
、
将
来
に
わ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し

て
い
き
い
き
と
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
、
住

み
や
す
く
、
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
さ
ら
に
重
視
す
る
と
と
も
に
、
「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

太陽光パネル（新方保育所）

都市型農業経営者育成支援事業（いちご観光農園）

７
面
か
ら
の
続
き
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現
代
の
よ
う
に
、
新
し
い
知
識
や
情
報
が

あ
ら
ゆ
る
領
域
で
重
要
性
を
増
す
知
識
基
盤

社
会
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
な
ど

が
継
承
さ
れ
、
社
会
の
中
で
循
環
し
て
さ
ら

な
る
創
造
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
社

会
全
体
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
必

要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
こ
と
を
通
じ

て
、
自
立
し
た
一
人
の
人
間
と
し
て
力
強
く

生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
育
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
の
最
上
位
計
画

で
あ
る
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
を
踏

ま
え
た
、
「
い
き
い
き
と
だ
れ
も
が
夢
に
向

か
っ
て
輝
く
越
谷
教
育
プ
ラ
ン
―
越
谷
市
教

育
振
興
基
本
計
画
―
」
が
、
平
成
23
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
本
計
画
は
、
教

育
基
本
法
第
17
条
第
２
項
に
基
づ
き
、
今
後

概
ね
10
年
先
を
見
据
え
た
う
え
で
５
年
間
に

取
り
組
む
べ
き
教
育
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
策
定
し
た
も
の

で
、
「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
基
本
理
念
を
継
承

し
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
３
つ
の
柱
で
教
育
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
着
実
な
推
進
を
は
か
る
た

め
、
生
涯
学
習
全
般
を
所
管
す
る
教
育
総
務

部
と
義
務
教
育
部
門
を
所
管
す
る
学
校
教
育

部
に
再
編
し
、
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
し

う
る
組
織
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標

に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

基
本
目
標
１
の「
生
き
る
力
を
育

む
学
校
教
育
を
進
め
る
」に
つ
い

て

　

ま
ず
、
基
本
目
標
１
の
「
生
き
る
力
を
育

む
学
校
教
育
を
進
め
る
」
に
つ
い
て
、
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
小
学
校
、
平
成
24
年
度

か
ら
は
中
学
校
に
お
い
て
新
学
習
指
導
要
領

が
完
全
実
施
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
趣

旨
で
あ
る
「
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
、
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
積
極
的
に
対
応
し
、
解
決
す
る

力
」
、
「
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
と

も
に
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動

す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
感
性
や
人
間
性
」
、

「
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体

力
」
な
ど
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
力
で
あ
る
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
夢

に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
学
ぶ
子
ど
も
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
は
、

50
㌅
の
大
型
テ
レ
ビ
や
全
て
の
教
室
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境
を
生
か
し

て
、
わ
か
り
や
す
く
魅
力
あ
る
授
業
を
実
践

す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
の
面
白
さ
を
伝

え
、
児
童
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
と
と

も
に
、
情
報
活
用
能
力
を
育
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
教
職
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
校
内
研
修
の

充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
就
学
予
定

者
や
保
護
者
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
就
学
相
談

の
充
実
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
な
ど
、 

一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

適
切
な
指
導
お
よ
び
必
要
な
支
援
を
行
う
た

め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効

果
的
な
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大
学
教

授
な
ど
の
専
門
家
を
学
校
に
派
遣
し
、
具
体

的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
助
言
を
得
る
こ
と

に
よ
り
、
教
職
員
の
資
質
の
向
上
を
は
か

り
、
一
層
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り

安
心
し
て
生
活
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
を

築
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
た
め
に
、

地
域
の
自
然
や
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
を
活
用
し

て
ト
ン
ボ
な
ど
環
境
条
件
の
指
標
と
な
る
生

物
を
調
査
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
の
環

境
教
育
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
リ
サ
イ
ク

ル
体
験
活
動
の
充
実
を
は
か
る
な
ど
、
環
境

保
全
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
性
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
は
、
異
な

る
文
化
や
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
共
存
す
る

力
を
育
み
、
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化

を
尊
重
し
、
そ
の
よ
さ
を
継
承
・
発
展
さ
せ

る
た
め
の
教
育
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
小
学
校
で
実

施
さ
れ
る
外
国
語
活
動
に
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
語
学

指
導
助
手
）
を
配
置
し
、
小
中
学
校
の
英
語

教
育
に
お
け
る
滑
ら
か
な
連
携
を
は
か
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
外
国
人
児
童
生
徒
な
ど
に

対
し
て
、
学
校
生
活
へ
の
円
滑
な
適
応
が
で

き
る
よ
う
、
日
本
語
指
導
員
の
配
置
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
・
地
域
と

連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
基
本

的
な
生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
な

ど
の
規
範
意
識
、
倫
理
観
を
身
に
付
け
る
と

と
も
に
、
人
権
を
尊
重
し
、
相
手
の
立
場
を

理
解
し
て
支
え
合
う
態
度
や
感
謝
す
る
心
な

ど
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
暴
力
行
為
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
る

中
、
平
成
23
年
度
か
ら
必
要
に
応
じ
て
機
動

的
に
指
導
員
を
学
校
現
場
に
派
遣
す
る
こ
と

に
よ
り
、
不
登
校
や
非
行
な
ど
の
未
然
防
止

や
早
期
発
見
・
早
期
解
決
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
米
を
は
じ
め
と

す
る
地
場
農
産
物
や
郷
土
食
な
ど
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
特
色
あ
る
給
食
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
食
生
活
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
「
食
事
に
関
す
る
調
査
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
・
地
域

と
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
望
ま
し
い
食

習
慣
を
身
に
付
け
健
全
な
食
生
活
が
実
践
で

き
る
よ
う
、
指
導
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
、
洗
浄
機
や
煮
炊
釜
、
ボ
イ
ラ
ー

な
ど
の
施
設
設
備
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新

お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
学

校
施
設
の
安
全
性
を
確
保
し
、
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
越
谷

市
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
に
基
づ
く
平
成
27

年
度
完
了
目
標
を
、３
年
早
め
、平
成
24
年
度

の
完
了
を
目
指
し
て
耐
震
化
事
業
の
進
捗
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、

国
の
平
成
22
年
度
第
１
次
補
正
予
算
な
ど
を

活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し
て
、
延
べ
25
校
43

棟
の
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
し
、
耐
震
化
率
は
89
・
０
％
の

見
込
み
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
耐
震
補
強

設
計
に
お
い
て
は
、
11
校
18
棟
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
全
て
完
了
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
を
行

い
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
研

修
を
一
層
充
実
さ
せ
、
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
豊

か
な
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
若
手
教
員
の
指

導
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

が
わ
か
る
喜
び
や
理
解
で
き
る
楽
し
さ
を
実

感
で
き
る
授
業
を
目
指
し
、
学
校
全
体
の
教

育
力
と
各
教
員
の
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、研
究
委
嘱
な
ど
に
よ
り
、

各
学
校
が
主
体
的
に
教
育
課
題
に
応
じ
た
実

践
的
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
一
体
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む

た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
内
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
る
学
校

応
援
団
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
教
育
力
を

学
校
に
取
り
込
む
と
と
も
に
、
学
校
が
家
庭

・
地
域
に
働
き
か
け
、
地
域
と
の
強
い
絆
で

結
ば
れ
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

部
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
課
外
活
動
に
つ

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
、
科
学
な

ど
に
親
し
み
、
責
任
感
や
連
帯
感
を
育
む
た

め
に
、
外
部
指
導
者
や
日
本
伝
統
文
化
指
導

者
と
し
て
地
域
の
人
材
を
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
２
の「
生
涯
に
わ
た
る

学
び
を
充
実
し
、地
域
の
文
化
を

創
造
す
る
」に
つ
い
て

　

次
に
、
基
本
目
標
２
の
「
生
涯
に
わ
た
る

学
び
を
充
実
し
、
地
域
の
文
化
を
創
造
す

る
」
に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
環
境
や
生
活
意
識
の
変
化
に
伴
い
、

学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・
高
度
化

し
て
お
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

学
習
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
多
様

な
学
習
機
会
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、

成
果
を
地
域
社
会
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
こ
し
が

や
市
民
大
学
講
座
」
、
「
子
育
て
講
座
」
、

「
伝
統
文
化
体
験
講
座
」
の
開
催
を
は
じ

め
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
い
て
各

種
講
座
・
学
級
な
ど
を
開
催
し
、
豊
か
な
学

習
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

は
、
人
や
自
然
を
思
い
や
る
心
豊
か
な
青
少

年
を
育
成
す
る
た
め
、
集
団
学
習
や
体
験
活

動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

互
い
に
認
め
合
う
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く

た
め
、講
演
会
や
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、関

係
機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
人
権

教
育
・
人
権
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
に
更

新
し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
十
分
に

生
か
し
、
市
民
の
読
書
活
動
や
調
査
・
研
究

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学
校
と
連
携
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
多
様

な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
豊
か
な
読
書
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
利
便
性
の
高
い
越
谷

駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
設
置
す
る
（
仮

称
）
中
央
図
書
室
の
平
成
24
年
度
開
室
に
向

け
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
野
口
冨
士
男
文
庫
」
で
は
、
野
口
冨
士
男

生
誕
百
年
記
念
誌
「
越
ヶ
谷
日
記
」
を
発
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
科
学
へ
の
興
味
と
関
心
を
高
め
る
と

と
も
に
、
未
来
を
担
う
創
造
性
豊
か
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
「
楽
し
み
な
が
ら
科

学
に
親
し
め
る
参
加
型
体
験
施
設
」
と
し

て
、
年
代
に
応
じ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

や
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
開
館
10
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し
た
記

念
事
業
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
文

化
の
向
上
を
目
指
し
て
、
国
内
外
の
優
れ
た

舞
台
芸
術
に
接
す
る
機
会
や
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
り
開
催
す
る
「
市
民
文
化
祭
」
や

「
越
谷
市
美
術
展
覧
会
」
な
ど
成
果
を
発
表

す
る
機
会
の
充
実
を
は
か
り
、
自
主
的
文
化

活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
「
こ

し
が
や
薪
能
」
や
「
能
楽
体
験
教
室
」
を
実

施
し
、
能
楽
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
芸
術
文

化
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
「
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭
」
の
開
催
や
学

校
と
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
り
、
神
楽
や
囃

子
・
木
遣
な
ど
伝
統
文
化
の
継
承
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
先
人
た
ち
が
育
ん

で
き
た
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
確

実
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
適
切
な
保
存
と

活
用
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
郷

土
の
歴
史
や
文
化
を
学
習
す
る
場
と
し
て

「
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
」を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
指
定
文
化
財「
中
村
家
住
宅
」の
復

元
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
３
の「
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親

し
め
る
環
境
を
つ
く
る
」に
つ
い
て

　

次
に
、
基
本
目
標
３
の
「
生
涯
に
わ
た
り

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め

る
環
境
を
つ
く
る
」
に
つ
い
て
、
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
49
年
に
「
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
」
を
宣
言
し
、
関

係
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
の
積
極
的
な

活
動
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
多
様
化
・
高
度
化

し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
健
康
で
活
力
あ
る
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
生
涯
に
わ
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
親
し
み
、
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
市
民
の
健
康
・
体
力
づ

く
り
の
み
な
ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
や
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
育
成
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

社
会
参
加
の
促
進
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
各
種
ス
ポ
ー

ツ
講
座
、
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。さ
ら
に
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
健
康

づ
く
り
や
市
の
自
然
・
文
化
財
を
散
策
で
き

る「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」を
作
成
す
る
な

ど
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
活
動
す
る
た
め

の
取
組
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
点
検
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
改
修
を
行

い
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
23
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
も
厳
し
い
社

会
経
済
情
勢
が
予
測
さ
れ
る
中
、
教
育
振
興

基
本
計
画
に
も
掲
げ
る
「
夢
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
教
育
行
政
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
希
望
を
胸
に
い
き
い
き

と
輝
き
な
が
ら
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
夢

を
持
ち
、
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
自
己
を
磨

き
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
「
夢
、
希

望
、
目
標
」
と
い
う
も
の
は
、
時
と
し
て
、

信
じ
が
た
い
程
の
力
で
人
の
行
動
を
突
き
動

か
す
原
動
力
に
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
あ
き

ら
め
る
こ
と
な
く
、
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
含
め
市
民
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
教

育
委
員
会
と
し
て
目
指
す
も
の
は
、
「
人
生

の
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い

て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
を
適

切
に
生
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
、
自
己
実
現

を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
」
す
な
わ
ち

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
い
た
運
営
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
「
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
基
本
理
念

の
も
と
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適
正
な
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆

さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ＩＣＴ（情報通信技術）活用授業

教
育
行
政
方
針
（
全
文
）
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小
・
中
学
生
の
保
護
者
へ

就
学
援
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

就
学
援
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

就
学
援
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
23
年
度
分
の

市
・
県
民
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

夷
市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税

の
確
定
申
告
等
に
基
づ
い
て
、
平

成
23
年
度
の
市
・
県
民
税
が
課
税

と
な
る
方
は
、
６
月
か
ら
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
前
年
の

所
得
等
の
記
載
の
あ
る
23
年
度

（
22
年
分
）
の
市
・
県
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
の
交
付
は
、

普
通
徴
収
の
方
は
６
月
７
日
㈫
以

降
（
給
与
収
入
か
ら
の
特
別
徴
収

の
方
は
５
月
13
日
㈮
以
降
、
公
的

年
金
か
ら
特
別
徴
収
の
方
は
６
月

13
日
㈪
以
降
）
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
22
年
度
（
21
年
分
）
が
最
新

年
度
で
す
の
で
、
証
明
書
の
交
付

を
請
求
す
る
際
は
、
何
年
度
の
証

明
書
が
必
要
な
の
か
、
提
出
先
等

に
ご
確
認
く
だ
さ
い　

意
市
民
税

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
保
険
料
が
、
月
額
１

万
５
１
０
０
円
か
ら
月
額
１
万
５

０
２
０
円
に
な
り
ま
す
。

意
越
谷
年
金
事
務
所
（
サ
ン
シ
テ

ィ
内
）
☎
９
９
０
＝
３
９
０
５

４
月
か
ら
「
障
害
年
金
加
算
改

善
法
」
が
施
行
。
年
金
受
給
権

取
得
後
の
結
婚
や
出
産
に
も
年

金
加
算
を
行
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
年
金
受
給
権
の
取
得

後
の
結
婚
や
出
産
に
は
、
障
害
年

金
へ
の
加
算
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
４
・
９
１
４

５
休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

偉
４
月
３
日
㈰
・
17
日
㈰
・
５
月
１

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

囲

収
納
課
、
国
民
健
康
保
険
課
（
い
ず

れ
も
本
庁
舎
１
階
）　

意
収
納
課
☎

９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国
民
健
康
保

険
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

夷
口
座
振
替
で
き
る
市
税
は
、
市
・

県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
（
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
納
期
が
過

ぎ
た
市
税
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ

ん
）　

惟
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
市

役
所
収
納
課
、
国
民
健
康
保
険
課
、

北
部
・
南
部
出
張
所
へ
預
貯
金
通

帳
、
通
帳
印
、
納
税
通
知
書
を
お
持

せ
ん
で
し
た
が
、４
月
か
ら
、受
給
権

の
取
得
後
の
結
婚
や
出
産
に
も
、
届

出
に
よ
っ
て
加
算
を
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
額
が
障
害
基
礎
年
金
の
加
算
額
を

上
回
る
場
合
は
、
年
金
加
算
せ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

意
越
谷
年
金
事
務
所
☎
９
９
０
＝
３

９
０
５
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
☎
９
６
３
＝
９
１
５
５
、
子
育
て

支
援
課
（
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い

て
）
☎
９
６
３
＝
９
１
６
６

学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続
き

　

前
年
度
に
承
認
を
受
け
、
在
学
予

ち
の
う
え
「
越
谷
市
口
座
振
替
依

頼
書
」
ま
た
は
、
納
税
通
知
書
に

添
付
さ
れ
て
い
る
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

通
帳
印
を
押
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い　

意
収
納
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
１
、
国
民
健
康
保
険
課
☎
９

６
３
＝
９
１
４
３

市
税
未
納
者
に
は

　

差
押
処
分
を
し
ま
す

夷
平
成
22
年
度
市
税
未
納
者
に
対

し
４
月
・
５
月
を
強
化
月
間
と
位

置
づ
け
徴
収
の
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
再
三
に
わ

た
り
市
税
未
納
者
に
納
税
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
税
負
担

の
公
平
性
・
公
正
性
を
確
保
す
る

た
め
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
財

産
（
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、

生
命
保
険
等
）
の
差
押
処
分
を
執

行
し
ま
す
。
納
め
て
い
な
い
方
は

早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い　

意

収
納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２

定
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い
方
に

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
申
請
は
が
き
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確
認
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
年
金
事

務
セ
ン
タ
ー
へ
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
請
は
が
き
が
届
か
な
い
方
や

初
め
て
申
請
す
る
方
は
、
市
役
所

市
民
課
国
民
年
金
係
（
本
庁
舎
１

階
）
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

年
金

手
帳
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
、

印
鑑

意
越
谷
年
金
事
務
所
☎
９
９
０
＝

３
９
０
５
、
市
役
所
市
民
課
国
民

年
金
係
☎
９
６
３
＝
９
１
５
５

康
保
険
被
保
険
者
証
、印
鑑
、振
替
口

座
の
通
帳
と
届
け
出
印
（
新
た
に
口

座
振
替
を
お
申
し
込
み
の
方
の
み
）

③
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど

　

で
離
職
さ
れ
た
方
の

　

国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す

　

国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
や
こ

れ
か
ら
加
入
さ
れ
る
方
で
、
次
の
⑴

〜
⑶
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
の

国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

⑴ 

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
、
倒
産

・
会
社
都
合
に
よ
る
解
雇
な
ど
で

離
職
し
た
方

⑵ 

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
、

ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
と
し
て

失
業
給
付
を
受
け
る
方
（
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
コ

ー
ド
が
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32

・
33
・
34
の
い
ず
れ
か
の
方
）

⑶
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

〈
軽
減
方
法
〉　

対
象
者
の
前
年
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て

計
算
し
ま
す

〈
軽
減
対
象
期
間
〉　

離
職
日
の
翌

日
か
ら
、
そ
の
日
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
末
ま
で
（
21
年
度
中
に
離
職

し
た
方
は
22
年
度
の
み
軽
減
）

〈
申
請
方
法
〉　

国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
・
印
鑑
・
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
を
お
持
ち
の
う
え
国
民
健

康
保
険
課
（
本
庁
舎
１
階
）
へ

④
口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
を

　

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
に
一
度
で
も
国
民
健

康
保
険
税
を
口
座
振
替
さ
れ
た
世
帯

主
の
方
へ
、
口
座
振
替
結
果
の
お
知

ら
せ
を
４
月
12
日
㈫
に
発
送
し
ま
す

の
で
、
指
定
口
座
の
通
帳
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

意
国
民
健
康
保
険
課
、
①
②
③
に
つ

い
て
…
保
険
担
当
☎
９
６
３
＝
９
１

４
６
、
④
に
つ
い
て
…
収
納
係
☎
９

６
３
＝
９
１
４
３

①
納
税
通
知
書
を

　

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
年
税
額
に
変
更
の
あ
っ
た
方
と
新

た
に
課
税
さ
れ
た
方
に
、
納
税
通
知

書
と
納
付
書
（
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
に
は
通
知
書
の
み
）
を
４
月
18

日
㈪
に
発
送
し
ま
す
。
新
た
に
お
送

り
す
る
納
付
書
で
ご
納
付
く
だ
さ
い

（
23
年
度
の
納
税
通
知
書
は
６
月
中

旬
に
発
送
予
定
で
す
）
。

②
国
民
健
康
保
険
税
の

　

仮
徴
収
額
決
定
・
変
更
通
知
書
を

　

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
６
月
以
降
、
新
た
に
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
で
納
付
さ
れ

る
方
に
「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」

を
４
月
18
日
㈪
に
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
を
年
金
か
ら
特
別
徴
収
で
納
付
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
６
月

以
降
納
付
方
法
が
口
座
振
替
や
納
付

書
で
の
納
付
に
変
更
と
な
っ
た
方

に
、
仮
徴
収
額
変
更
通
知
書
を
４
月

18
日
㈪
に
発
送
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
（
本
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
北

部
・
南
部
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
で
納
付
し
て
い
る
方
も
変
更
で
き

ま
す
。
５
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
た

場
合
、
６
月
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
、
７
月
以
降
は
口
座
振
替
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
納
付
書
で
の

納
付
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

国
民
健

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な

小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
就
学
費
用

を
援
助
し
ま
す
。

夷
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
保
護
者
負
担
金
、
学
校
給

食
費　

惟
４
月
18
日
㈪
〜
平
成
24
年

１
月
31
日
㈫
に
保
護
者
が
直
接
申

請
。
５
月
31
日
㈫
ま
で
は
市
役
所
別

館
２
階
第
８
会
議
室
、
６
月
１
日
㈬

以
降
は
学
務
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）

で
受
付
。
在
籍
校
で
も
申
請
可
。
５

月
31
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
認
定
さ
れ

る
と
４
月
分
か
ら
対
象
。
６
月
以
降

に
申
請
し
認
定
さ
れ
る
と
翌
月
分
か

ら
対
象
。
22
年
度
に
引
き
続
き
援
助

を
希
望
す
る
方
も
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
左
記
へ　

意
学
務
課

☎
９
６
３
＝
９
２
８
１

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
お

お
む
ね
20
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
「
越
谷
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
策
定
に
は
、
各
地
区
で
開

催
し
た
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
や

市
民
懇
談
会
、
意
見
公
募
な
ど
で

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
学
識
経
験
者
や
一
般
公
募

の
市
民
等
で
構
成
さ
れ
た
都
市
計

画
審
議
会
の
答
申
を
受
け
作
成
し

ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
都
市
計
画
課
（
本

庁
舎
３
階
）
、
情
報
公
開
セ
ン
タ

ー
（
第
二
別
館
）
、
各
地
区
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
冊
子
の
有

料
販
売
を
行
う
予
定
で
す
。

意
都
市
計
画
課
☎
９
６
３
＝
９
２

２
１

偉
４
月
16
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
か

ら　

囲
市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委

員
会
室　

夷
自
治
基
本
条
例
の
適
切

な
運
用
と
普
及
に
つ
い
て　

惟
当
日

会
場
へ　

意
企
画
課
☎
９
６
３
＝
９

１
１
２

　

越
谷
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

の
方
は
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
市
内
の
固

定
資
産
の
価
格
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
の
所
有
者

の
方
は
縦
覧
期
間
中
、
課
税
台
帳

（
名
寄
帳
）
の
写
し
を
無
料
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

偉
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

囲

資
産
税
課
（
本
庁
舎
１
階
）
。
閲
覧

（
名
寄
帳
写
し
の
請
求
）
は
、
北
部

・
南
部
出
張
所
で
も
で
き
ま
す　

尉

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
等

＊ 

詳
し
く
は
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら

せ
版
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

意
資
産
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
７

国
保
の
お
知
ら
せ

傍
聴
で
き
ま
す

自
治
基
本
条
例

推
進
会
議

越
谷
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

課
税
台
帳
の
閲
覧

国
民
年
金

税
の
お
知
ら
せ



平成23年（2011年）４月号11

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です 鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ

え
せ
同
和
行
為
と
は

　

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

に
対
し
て
、
同
和
問
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装
い
「
高

額
な
図
書
の
購
入
強
要
」
や
、

「
寄
付
金
・
賛
助
金
の
強
要
」
な

ど
の
不
法
、
不
当
な
行
為
や
要
求

を
す
る
こ
と
を
え
せ
同
和
行
為
と

い
い
ま
す
。
え
せ
同
和
行
為
の
横

行
は
、
そ
の
不
当
な
行
為
に
よ

り
、
企
業
や
行
政
機
関
の
み
な
ら

ず
、
「
国
民
の
間
に
、
同
和
問
題

に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
つ

け
、
新
た
な
差
別
意
識
を
生
む
大

き
な
要
因
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め

に
多
く
の
人
々
が
積
み
重
ね
て
き

た
教
育
と
啓
発
活
動
の
効
果
を
一
挙

に
覆
す
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

同
和
問
題
と
は

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
の
歴
史
の

中
で
生
み
出
さ
れ
た
差
別
が
い
ま
だ

に
残
り
、
「
同
和
地
区
に
住
ん
で
い

る
」
ま
た
は
「
同
和
地
区
に
生
ま
れ

た
」
と
い
う
理
由
で
、
結
婚
、
就
職

な
ど
の
面
で
差
別
を
受
け
、
憲
法
が

保
障
す
る
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
と
い
う
、
日
本
固
有
の
重
大
な
人

権
問
題
で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は
断
固

拒
否
し
ま
し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
者
が
、
激
し
い
言

葉
で
要
求
し
て
き
て
も
、
不
当
な
要

求
は
断
固
と
し
て
拒
否
を
し
、
終
始

き
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
、
決

し
て
妥
協
は
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
安
易
な

妥
協
は
相
手
に
期
待
を
抱
か
せ
る

こ
と
に
な
り
、
同
和
問
題
の
解
決

を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

越
谷
市
を
含
む
県
東
部
で
構
成

す
る
埼
葛
12
市
町
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
連

携
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
年
度
初
め

の
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同
和
行
為

対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
同
和

問
題
の
解
決
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

る
「
え
せ
同
和
行
為
の
排
除
」
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

意
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

免
許
を
有
す
る
方
で
、
夜
勤
が
可
能

な
方

〈
試
験
日
〉　

随
時

〈
申
込
み
〉　

履
歴
書
、
看
護
学
校

等
の
卒
業
証
明
書
お
よ
び
成
績
証
明

書
、
看
護
師
等
の
免
許
の
写
し
を
特

定
記
録
郵
便
で
郵
送
ま
た
は
直
接
市

立
病
院
庶
務
課
へ
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）

〈
募
集
人
員
〉　

10
人
程
度

〈
選
考
方
法
〉　

作
文
・
面
接
試
験

＊ 

臨
時
職
員
（
看
護
師
）
の
募
集
も

随
時
行
っ
て
い
ま
す

③
平
成
23
年
７
月
１
日
付
採
用

　

事
務
職
員
（
診
療
情
報
管
理
）

〈
業
務
内
容
〉　

診
療
記
録
お
よ
び

診
療
情
報
の
管
理
業
務

〈
対
象
〉　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

〈
試
験
日
〉　

５
月
14
日
㈯

〈
申
込
み
〉　

４
月
４
日
㈪
〜
22
日

㈮
に
特
定
記
録
ま
た
は
簡
易
書
留
郵

便
で
郵
送
（
消
印
有
効
）
す
る
か
、

直
接
市
立
病
院
庶
務
課
へ
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
）

〈
募
集
人
員
〉　

１
人

〈
選
考
方
法
〉　

教
養
・
作
文
・
面

接
試
験

意
市
立
病
院
庶
務
課
（
〠
343
＝
８
５

７
７
東
越
谷
10
の
47
の
１
）
☎
９
６

５
＝
２
２
２
１

　

い
ず
れ
も
募
集
要
項
は
、
市
立
病

院
庶
務
課
、
市
役
所
総
合
受
付
お
よ

び
人
事
研
修
課
（
本
庁
舎
２
階
）
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
立
病
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

①
平
成
23
年
７
月
１
日
付
採
用

　

助
産
師
お
よ
び
看
護
師

〈
対
象
〉　

助
産
師
ま
た
は
看
護
師

免
許
を
有
す
る
方
（
見
込
み
不
可
）

で
、
夜
勤
が
可
能
な
方

〈
試
験
日
〉　

５
月
14
日
㈯

〈
申
込
み
〉　

４
月
４
日
㈪
〜
５
月

２
日
㈪
に
特
定
記
録
郵
便
で
郵
送

（
消
印
有
効
）
ま
た
は
直
接
市
立
病

院
庶
務
課
へ
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
）

〈
募
集
人
員
〉　

20
人
程
度

〈
選
考
方
法
〉　

作
文
・
面
接
試
験

＊
院
内
保
育
室
あ
り

② 
育
児
休
業
代
替
助
産
師
お
よ
び
看

護
師

　

身
分
、
待
遇
等
は
正
規
職
員
と
同

じ
で
す
。

〈
採
用
期
日
〉　

随
時

〈
対
象
〉　

助
産
師
ま
た
は
看
護
師

□
学
校
図
書
館
支
援
員

〈
勤
務
地
〉　

市
内
小
・
中
学

校
。
各
校
を
日
替
わ
り
で
勤
務

〈
期
間
〉　

５
月
〜
10
月
（
８
月

を
除
く
）
の
火
曜
〜
金
曜
日
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分
。
平
成

24
年
３
月
ま
で
の
期
間
更
新
あ
り

〈
内
容
〉　

司
書
教
諭
、
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
た
学
校
図

書
館
運
営
と
読
書
活
動
の
推
進

等
。
司
書
資
格
お
持
ち
の
方
歓
迎

〈
賃
金
〉　

時
給
１
０
０
０
円
。

賞
与
１
回
。
交
通
費
支
給

〈
募
集
人
数
〉　

７
人

〈
申
込
み
〉　

４
月
４
日
㈪
〜
11

日
㈪
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介

状
と
写
真
を
は
っ
た
市
販
の
履
歴

書
を
下
記
へ
。
面
接
（
４
月
14
日

㈭
）
に
よ
る
選
考
あ
り

意
教
育
委
員
会
指
導
課
（
第
二
庁

舎
４
階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
９
２

□
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
員

〈
勤
務
地
〉　

市
立
図
書
館
お
よ

び
市
内
小
学
校
等

〈
期
間
〉　

５
月
〜
10
月
（
８
月

を
除
く
）の
原
則
火
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。
平
成
24

年
３
月
ま
で
の
期
間
更
新
あ
り

〈
内
容
〉　

本
の
紹
介
や
読
書
相

談
等
、
子
ど
も
が
自
主
的
に
読
書

活
動
を
行
え
る
よ
う
支
援
。
司
書

資
格
お
持
ち
の
方
歓
迎

〈
賃
金
〉　

時
給
１
０
０
０
円
。

賞
与
１
回
。
交
通
費
支
給

〈
募
集
人
数
〉　

７
人

〈
申
込
み
〉　

４
月
２
日
㈯
〜
９

日
㈯
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
）
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
と
写
真
を
は
っ
た
市
販

の
履
歴
書
を
持
参
し
、
直
接
左
記

へ
。
面
接
に
よ
る
選
考
あ
り
（
面

接
日
は
申
込
み
受
付
時
に
連
絡
）

意
市
立
図
書
館
（
月
曜
日
休
館
）

☎
９
６
５
＝
２
６
５
５

　

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
越
谷
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
駅
北
口
周
辺
を
放
置
自

転
車
等
整
理
区
域
に
指
定
し
ま
し

た
。

　

路
上
や
歩
道
に
自
転
車
等

が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は

撤
去
の
対
象
と
な
り
、
撤
去

さ
れ
た
自
転
車
等
に
は
左
記

の
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

〈
撤
去
・
保
管
料
〉　

▽
自
転
車
３
０
０
０
円　

▽

原
動
機
付
自
転
車
４
５
０
０

円
　

お
近
く
の
有
料
駐
輪
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、駅

が
徒
歩
圏
内
に
あ
る
方
は
、

自
転
車
等
の
利
用
を
控
え
る

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

盗
難
対
策
も
忘
れ
ず
に

　

自
転
車
に
は
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
、
防
犯
登
録
を
し

ま
し
ょ
う
。
駐
輪
す
る
と
き

は
、
鍵
を
二
重
に
か
け
る
な

ど
盗
難
防
止
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

意
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
５

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
南
越
谷

駅
を
利
用
す
る
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
す
べ
て
の
方
の
利
便

性
の
向
上
の
た
め
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
整
備
と
駅
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

〈
工
事
予
定
期
間
〉
平
成
23
年

４
月
〜
25
年
度

〈
工
事
内
容
〉　

▽
ホ
ー
ム

（
上
り
・
南
浦
和
方
面
）に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー（
図
①
）
を
新
設

し
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

（
図
②
）
を
新
設　

▽
駅
構
内

（
地
上
階
〜
中
２
階
）
に
下
り

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー（
図
③
）を
増

設　

▽
多
機
能
ト
イ
レ
（
図

④
）
を
新
設
し
、
駅
構
内
旅
客

ト
イ
レ
（
図
⑤
）
を
地
上
階
へ

移
設　

▽
駅
構
内
・
外
コ
ン
コ

ー
ス
（
図
⑥
）
の
拡
張
、
南
北

自
由
通
路
の
拡
幅
（
図
⑦
）
、

駅
事
務
室
の
改
修
（
図
⑧
）
、

高
架
柱
耐
震
補
強
工
事
（
図

⑨
）　

▽
北
口
公
衆
ト
イ
レ

（
図
⑩
）の
移
設
、
連
絡
通
路
上

屋
（
図
⑪
）
の
増
設
ほ
か

　

工
事
は
、
現
在
の
駅
施
設
を

運
用
し
な
が
ら
安
全
を
最
優
先

に
進
め
ま
す
。
工
事
期
間
中
、

利
用
者
の
方
に
ご
不
便
や
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

意
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
企
画

室
☎
０
４
８
＝
６
４
２
＝
７
３

２
３

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

エスカレーターエスカレーター

北口公衆トイレ移設
⑩

連絡通路上屋増設

東武新越谷駅

⑪

南浦和方面

高架柱耐震補強工事⑨

ＪＲ南越谷駅

改　札

エレベーター

⑧

北口広場

⑦ コンコース拡張
南
北
自
由
通
路
拡
幅

南口広場

駅事務室改修駅事務室改修駅事務室改修

⑥
エスカレーター新設
② ③駅構内旅客トイレ移設⑤

エレベーター新設①エレベーター新設①エレベーター新設①
多機能トイレ新設④

西船橋方面

エスカレーター

エスカレーター

大相模調節池

川
柳
大
成
町
線

東
埼
玉
道
路

東
埼
玉
道
路

対象区域

ＪＲ越谷レイクタウン駅

イオンレイクタウン
ｋａｚｅ

見田方遺跡公園

南
越
谷
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
と

改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

4月1日
から

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
北
口
周
辺
を

放
置
自
転
車
等
整
理
区
域
に

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

～子どもの
　読書活動を推進～

学校学校図書館図書館
支援員等を支援員等を
　募集します　募集します

学校学校図書館図書館
支援員等を支援員等を
　募集します　募集します

学校図書館
支援員等を
　募集します



平成23年（2011年）４月号 12

日
㈫
〜
15
日
㈰
、

６
月
２
日
㈭
〜

７
日
㈫
、
10
日
㈮
〜
14
日
㈫
、

17

日
㈮
〜
20
日
㈪
、
28
日
㈫
〜
30
日
㈭

＊

は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

意
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

□
農
地
の
賃
借
料
情
報

夷
市
内
の
農
地
の
実

勢
賃
借
料
を
公
表

し
ま
す
。
平
成
22
年

１
月
〜
12
月
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃

貸
借
に
お
け
る
賃
借

料
水
準
（
10
㌃
当
た

り
）
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
の
で
、
農

地
の
貸
し
借
り
の
目

安
に
ご
活
用
く
だ
さ

い　

意
農
業
委
員
会

事
務
局
☎
９
６
３
＝
９
２
７
９

　

東
北
関
東
大
震
災
の
発
生
に
伴

い
、
被
災
者
向
け
に
県
営
お
よ
び
市

営
住
宅
を
一
時
使
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
定
期
募
集
を
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

意
建
築
住
宅
課
☎
９
６
３
＝
９
２
０

５

□
市
民
の
投
稿
作
品
で
創
る
文
化
総

　

合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―
越
谷
文

　

化
」
第
29
号
販
売
中

夷
随
筆
・
小
説
・
詩
・
短
歌
・
写
真

の
ほ
か
、小
・
中
学
生
、高
校
生
に
よ

る
作
文
や
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
。
販
売

場
所
は
生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
、
市
立
図
書
館
、
市
内
の
一
部

書
店
。
販
売
価
格
は
７
０
０
円
。
現

在
、
第
30
号
に
掲
載
す
る
作
品
を
募

集
中
で
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ　

意

生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
７

□
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦

　

「
巨
人
対
埼
玉
西
武
」
を
中
止
し

ま
す

偉
４
月
24
日
㈰
に
予
定
し
て
い
た
イ

ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦
を
中
止

し
ま
す　

意
東
武
よ
み
う
り
新
聞
社

☎
９
８
７
＝
０
６
１
１

□
苗
木
の
無
料
配
布
を
中
止
し
ま
す

夷
４
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
た
苗
木

の
無
料
配
布
を
中
止
し
ま
す　

意
公

園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
５

る
さ
と
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
文
（
８
０
０
字
以
内
）
と
市
民
活

動
支
援
課
（
本
庁
舎
２
階
）
で
配
布

し
て
い
る
申
込
書
を
直
接
ま
た
は
郵

送
で
左
記
へ
。
選
考
結
果
は
直
接
本

人
に
連
絡
し
ま
す
。
詳
し
く
は
地
区

セ
ン
タ
ー
で
お
配
り
し
て
い
る
募
集

要
項
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い　

意
市
民
活
動
支
援
課
☎
９

６
３
＝
９
１
５
３

□
越
谷
市
生
涯
学
習
推
進

　

市
民
委
員
会
委
員

夷
生
涯
学
習
の
普
及
と
推
進
方
策
を

協
議
し
ま
す
。
任
期
は
７
月
〜
平
成

25
年
６
月
。
夜
間
会
議
あ
り　

委
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
市
内

で
活
動
す
る
方
10
人
（
ほ
か
の
審
議

会
等
の
委
員
を
除
く
）　

惟
４
月
28

日
㈭
ま
で
に
「
あ
な
た
の
考
え
る
生

涯
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

（
８
０
０
字
以
内
）
と
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
・
性
別
・
職
業

を
記
入
し
左
記
へ
。
結
果
は
直
接
本

人
に
連
絡
し
ま
す

＊
交
通
費
や
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

意
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

３□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会

偉
５
月
６
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
午
後
７
時
30
分
か
ら
抽
せ
ん　

囲
市
民
球
場
会
議
室　

夷
８
月
の
日

曜
日
分
の
抽
せ
ん　

委
「
ま
ん
ま
る

よ
や
く
」
に
登
録
し
て
い
る
市
内
の

チ
ー
ム　

威
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
。
江
戸
川
広
域

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
抽
せ
ん
日

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い　

尉
「
ま
ん

ま
る
よ
や
く
」
登
録
カ
ー
ド
（
事
前

登
録
が
必
要
。
登
録
は
左
記
へ
）　

意
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
平
成
23
年
度
警
察
官
採
用
試
験

偉
５
月
８
日
㈰　

委
昭
和
56
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方　

惟
４
月

１
日
㈮
〜
14
日
㈭
。
詳
し
く
は
、
越

谷
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
へ　

意

越
谷
警
察
署
警
務
課
☎
９
６
４
＝
０

１
１
０

□
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説

明
会
（
屋
内
外
清
掃
希
望
者
）

偉
５
月
６
日
㈮
、
午
後
２
時
か
ら　

囲
越
ヶ
谷
地
区
セ
ン
タ
ー　

委
市
内

在
住
60
歳
以
上
の
方
20
人　

惟
４
月

10
日
㈰
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
の
往
信
面
に
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

・
定
員
を
超
え
た
場
合
は
公
開
抽
せ

ん
（
４
月
15
日
㈮
、
午
前
11
時
。
産

業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階
）
参
加

希
望
の
有
無
、
返
信
面
に
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
左
記
へ
（
記
載
事
項
に

不
備
が
あ
る
場
合
、
対
象
外
と
な
り

ま
す
）　

意
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
〠
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
１
の

５
の
６
）
☎
９
６
７
＝
４
３
１
１

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

　

利
用
休
止

偉
夷
５
月
９
日
㈪
〜
16
日
㈪
。
特
別

清
掃
の
た
め
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
休
館
日
を
除
き
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す　

意
越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９

９
２
＝
６
６
０
２

□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

　

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

夷
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

を
含
む
16
市
で
構
成
さ
れ
、
戸
田
競

艇
場
で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益

金
は
各
市
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
〜
６
月
の
開
催
日
…
４
月
２
日

㈯
〜
６
日
㈬
、

16
日
㈯
〜
21
日

㈭
、

５
月
１
日
㈰
〜
６
日
㈮
、
10

□
越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金

　

運
営
委
員
会
委
員

夷
し
ら
こ
ば
と
基
金
は
、
魅
力
的
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
る
市
民
団
体
等
の
事
業
に
、

事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
運
営
委
員
の
方
に
は
、
助
成
事

業
の
内
容
を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま

す　

委
市
内
在
住
の
方
若
干
名
（
ほ

か
の
審
議
会
等
の
委
員
を
除
く
）　

惟
５
月
10
日
㈫
ま
で
に
「
私
に
と
っ

て
の
快
適
で
活
力
あ
る
魅
力
的
な
ふ

▼
越
谷
西
特
別
支
援
学
校
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

夷
偉
①
障
が
い
の
理
解
と
本
校
の

児
童
生
徒
に
つ
い
て
…
５
月
13
日

㈮
、
午
前
10
時
〜
正
午　

②
体
験

学
習
…
６
月
10
日
㈮
、
午
前
9
時

30
分
〜
正
午　

囲
越
谷
西
特
別
支

援
学
校
（
西
新
井
）　

威
無
料　

惟
４
月
28
日
㈭
ま
で
に
左
記
へ　

意
越
谷
西
特
別
支
援
学
校
・
石
本

☎
９
６
２
＝
０
２
７
２

▼
高
等
学
校
の
定
期
演
奏
会

　

い
ず
れ
も
会
場
は
サ
ン
シ
テ
ィ

大
ホ
ー
ル
で
す
。

①
越
ヶ
谷
高
校
吹
奏
楽
部
…
偉
５

月
１
日
㈰
、
午
後
３
時
開
演　

威

無
料　

意
吹
奏
楽
部
顧
問
・
安
藤

☎
９
６
５
＝
３
４
２
１

②
越
谷
南
高
校
吹
奏
楽
部
…
偉
５

月
３
日
㈷
、
午
後
３
時
30
分
開

演
。
時
間
変
更
す
る
場
合
あ
り
。

同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照　

威
一

般
５
０
０
円
、
中
学
・
高
校
生
３

０
０
円
、
小
学
生
以
下
無
料
（
全

席
自
由
）　

意
吹
奏
楽
部
☎
０
９

０
＝
６
７
０
５
＝
２
７
６
５

③
越
谷
西
高
校
吹
奏
楽
部
…
偉
５

月
５
日
㈷
、
午
後
２
時
開
演　

威

一
般
７
０
０
円
・
高
校
生
以
下

４
０
０
円
（
当
日
１
０
０
円
増

し
）
、
指
定
席
９
０
０
円
（
前
売

り
の
み
）　

意
吹
奏
楽
部
顧
問
・

福
原
☎
９
７
７
＝
４
１
５
５

▼
順
天
堂
精
神
医
学
研
究
所
講
演

会
「
高
齢
者
の
う
つ
病
」

偉
４
月
16
日
㈯
、
午
後
２
時
〜
４

時　

囲
順
天
堂
越
谷
病
院
（
袋

山
）　

夷
講
師
は
順
天
堂
越
谷
病

院
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
准
教
授

の
馬
場
元は

じ
め

さ
ん　

委
１
３
０
人　

威
無
料　

惟
当
日
会
場
へ　

意
順

天
堂
精
神
医
学
研
究
所
☎
９
７
８

＝
８
５
９
５

▼
介
護
者
支
援
の
会

偉
４
月
７
日
㈭
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

囲
ほ
っ
と
越
谷　

夷
介
護
の
悩
み
を
話
し
合
い
ま
せ

ん
か　

意
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
越
谷
事
務
所
☎
９
６
２
＝
８

４
５
２

▼
林
泉
寺
「
正
観
世
音
・
子
安
観

世
音
御
開
帳
祭
礼
」

偉
４
月
17
日
㈰
、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分　

囲
林
泉
寺

（
増
林
）　

意
林
泉
寺
☎
９
６
３

＝
０
４
２
２

▼
第
14
回
越
谷
市
春
季
硬
式
テ
ニ

　

ス
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会

偉
５
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮
、
午
前

９
時
（
予
備
日
19
日
㈭
）　

囲
し

ら
こ
ば
と
運
動
公
園　

夷
ダ
ブ
ル

ス
戦　

惟
４
月
21
日
㈭
ま
で
に
左

記
へ
。
観
戦
は
当
日
会
場
へ　

意

越
谷
市
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
・
斉
藤
☎
９
８
５
＝
１
６
９
０

越谷市全域 平均額 最高額 最低額

田（水　稲） 10,500円 13,000円 9,300円

畑（普通畑） 11,200円 12,000円 8,400円
平成23年4月1日

　

計
画
停
電
に
よ
り
、
一
部
事
業

で
時
間
の
変
更
や
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ

☎
９
８
６
＝
３
７
１
５

◎
プ
レ
・
こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

偉
５
月
３
日
㈷
、
10
時
30
分
か
ら

　

夷
こ
ど
も
音
楽
会
〜
オ
カ
リ
ナ

演
奏
会
、
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ
う

◎
こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

偉
５
月
４
日
㈷
・
５
日
㈷　

夷
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
葉
脈
の
し
お
り

づ
く
り
、
こ
ど
も
音
楽
会
（
越
谷

市
民
交
響
楽
団
）
、
ベ
ッ
コ
ウ
ア

メ
づ
く
り
ほ
か

＊
詳
し
く
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
だ
よ
り

・
こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
特
集
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

児
童
館
コ
ス
モ
ス

☎
９
７
８
＝
１
５
１
５

◎
ち
び
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
０
１
１

偉
５
月
４
日
㈷
・
５
日
㈷　

夷
ち

び
っ
こ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
ネ
オ
ス
テ
ン
ド
ア
ー
ト
、
簡

単
工
作
、
星
砂
で
星
座
絵
作
り
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
無
料
投
影
（
幼

児
番
組
）
、
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
、

ミ
ニ
プ
レ
ー
パ
ー
ク
ほ
か

＊
詳
し
く
は
、
コ
ス
モ
ス
だ
よ
り

・
ち
び
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

特
集
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー

ミ
ラ
ク
ル

☎
９
６
１
＝
７
１
７
１

　

ミ
ラ
ク
ル
は
、
開
館
十
周
年
を

記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

偉
４
月
29
日
㈷
〜
５
月
５
日
㈷

（
２
日
㈪
は
休
館
）　

夷
蛍
光
Ｘ

線
分
析
装
置
公
開
、
惑
星
や
月
の

パ
ネ
ル
展
示
や
宇
宙
服
体
験
、
オ

カ
リ
ナ
演
奏
会
（
オ
カ
リ
ナ
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
か
ざ
ぐ
る
ま
）
、
大
気

圧
に
よ
る
ド
ラ
ム
缶
つ
ぶ
し
、
段

ボ
ー
ル
で
作
る
恐
竜
の
骨
格
模

型
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

＊
詳
し
く
は
ミ
ラ
ク
ル
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

大気圧の力でドラム缶を
つぶします

鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

定
期
募
集
を
中
止
し
ま
す の

県
営
住
宅
４
月
市
営
住
宅
５
月



平成23年（2011年）４月号13

生
以
上
の
方
50
人　

威
無
料　

惟
４

月
14
日
㈭
ま
で
に
左
記
へ　

意
消
防

署
☎
９
７
４
＝
０
１
３
６

□
危
険
物
取
扱
者
試
験
・
準
備
講
習

　

会
▽
危
険
物
取
扱
者
試
験
…
偉
５
月
８

日
㈰　

囲
芝
浦
工
業
大
学
（
さ
い
た

ま
市
）　

威
甲
種
５
０
０
０
円
、
乙

種
３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７
０
０
円

　

惟
４
月
13
日
㈬
ま
で
に
㈶
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
試
験

係
へ
（
郵
送
可
）
。
電
子
申
請
も
受

け
付
け
ま
す
が
、
申
請
期
間
が
異
な

り
ま
す
。
願
書
等
は
、
消
防
本
庁

舎
、
各
分
署
で
配
布
し
て
い
ま
す

▽
準
備
講
習
会
・
乙
種
第
４
類
…
偉

４
月
28
日
㈭
・
29
日
㈷　

囲
埼
玉
県

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈

町
）　

威
一
般
６
７
０
０
円
、
越
谷

市
防
火
安
全
協
会
会
員
と
学
生
５
７

０
０
円
。
テ
キ
ス
ト
代
別
途　

惟
４

月
20
日
㈬
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
）
に
左
記
へ　

意
消
防
本
部
予

防
課
☎
９
７
４
＝
０
１
０
３

30
分
〜
午
後
５
時　

囲
旧
日
光
街
道

・
千
住
宿
ほ
か　

夷
講
師
は
郷
土
研

究
会
の
加
藤
幸
一
さ
ん
。
Ａ
コ
ー
ス

は
①
②
の
３
日
間
。
Ｂ
コ
ー
ス
は
①

の
み　

威
①
無
料
、
②
実
費
負
担

（
保
険
料
等
を
当
日
徴
収
）　

委
①

80
人
、
②
80
人
の
う
ち
各
日
20
人

（
抽
せ
ん
）　

惟
４
月
15
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
希
望
の

コ
ー
ス
（
Ａ
コ
ー
ス
は
現
地
研
修
の

第
１
・
２
希
望
日
を
記
入
。
現
地
研

修
の
み
の
参
加
は
不
可
）
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名

（
１
通
に
つ
き
１
人
）
を
記
入
し
市

立
図
書
館
へ　

意
市
立
図
書
館
（
〠

343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
４
の
９
の

１
）
☎
９
６
５
＝
２
６
５
５

□
身
体
障
が
い
者
の
た
め
の
無
料
運

転
教
習

夷
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
新
座
市
）
で
の
教
習
訓

練　

委
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

就
職
等
の
た
め
自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
希
望
す
る
方　

威
無
料
（
検
定

料
等
自
己
負
担
あ
り
）　

惟
意
身
体

障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ
ン
タ

ー
☎
０
４
８
＝
４
８
１
＝
２
７
１
１

□
市
政
移
動
教
室

偉
５
月
12
日
㈭
、
午
前
８
時
50
分
市

役
所
集
合　

囲
埼
玉
鴨
場
ほ
か　

委

市
内
在
住
の
方
39
人
（
抽
せ
ん
）　

威
無
料　

惟
は
が
き
に
参
加
者
（
１

枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）
の
郵
便
番
号

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
４

月
20
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
左
記
へ

　

意
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１

１
７

□
春
の
弓
道
教
室
（
全
８
回
）

偉
５
月
10
日
〜
６
月
３
日
の
毎
週
火

曜
・
金
曜
日
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
正
午　

囲
緑
の
森
公
園
越
谷
市
弓

道
場　

委
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方
25
人　

威
２
０
０
０
円　

惟
４
月
15
日
㈮
〜
26
日
㈫
、
午
前
10

時
〜
午
後
８
時
に
参
加
費
を
添
え
て

□
第
19
回
春
の
調
べ「
こ
し
が
や
能
」

偉
４
月
29
日
㈷
、
午
後
２
時
開
演　

囲
こ
し
が
や
能
楽
堂　

夷
能「
百
万
」

ほ
か　

威
一
般
３
０
０
０
円
、
学
生

１
５
０
０
円　

惟
こ
し
が
や
能
楽

堂
、
中
央
市
民
会
館
ほ
か　

意
こ
し

が
や
能
楽
堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

左
記
へ　

意
緑
の
森
公
園
越
谷
市
弓

道
場
☎
９
６
６
＝
０
９
１
０

□
藤
ま
つ
り
野の

だ
て点
コ
ー
ナ
ー

偉
５
月
３
日
㈷
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
）
。

藤
ま
つ
り
の
開
催
は
４
月
29
日
㈷
〜

５
月
５
日
㈷　

囲
久
伊
豆
神
社
（
越

ヶ
谷
）　

委
２
０
０
人　

威
１
０
０

円　

意
越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
６
６

＝
６
１
１
１

□
応
急
手
当（
普
通
救
命
Ⅰ
講
習
会
）

偉
４
月
20
日
㈬
、
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分　

囲
消
防
本
庁
舎　

夷
心
肺
そ
せ
い
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含

む
）　

委
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学

□
市
立
図
書
館
の
催
し

▽
児
童
文
学
講
座
Ⅱ
「
親
子
で
楽
し

む
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
」

偉
５
月
10
日
・
17
日
・
24
日
の
火
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午　

囲
市
立
図

書
館　

夷
わ
ら
べ
う
た
実
技
、
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
な
ど
。
講
師
は
児
童

文
学
研
究
家
の
落
合
美
知
子
さ
ん　

委
全
日
程
参
加
で
き
る
平
成
19
年
10

月
１
日
〜
21
年
４
月
30
日
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
17
組
（
抽
せ

ん
）　

威
無
料　

惟
４
月
20
日
㈬

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
講

座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
と
生
年
月
日
・
性
別
・
保
護
者

氏
名
・
妹
弟
の
参
加
の
有
無
を
記
入

し
市
立
図
書
館
へ　

▽
郷
土
歴
史
講
座

①
講
座
…
偉
５
月
11
日
㈬
・
18
日

㈬
、
午
後
２
時
〜
４
時　

囲
市
立
図

書
館　

②
現
地
研
修
…
偉
５
月
25
日

㈬
ま
た
は
６
月
１
日
㈬
、
午
前
８
時

　

い
ず
れ
も
会
場
・
問
合
せ
は
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ

っ
と
越
谷
」
（
月
曜
休
館
）
へ

写
（
フ
ォ
ト
）
日
記
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
１
企
画
委
員
募
集
！

夷
委
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写
真
、
日

　

市
で
は
、
公
共
の
水
域
や
水
路

の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、

平
成
23
年
度
も
引
き
続
き
、
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
補
助
金

交
付
の
受
付
を
４
月
か
ら
開
始
し

ま
す
。

〈
対
象
者
〉　

市
街
化
調
整
区
域

内
の
専
用
住
宅
で
、
く
み
取
り
ト

イ
レ
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化
槽
か

ら
10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化

槽
に
転
換
（
取
替
え
）
す
る
方

〈
補
助
金
額
〉

▽
５
人
槽
は
53
万
２
０
０
０
円

▽
７
人
槽
は
61
万
４
０
０
０
円

▽
10
人
槽
は
74
万
８
０
０
０
円

＊
こ
の
ほ
か
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
よ
る
く
み
取
り
ト
イ
レ

ま
た
は
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤

去
（
処
分
）
費
用
は
６
万
円

（
上
限
）
、
配
管
工
事
費
用
は

記
を
皆
さ
ん
か
ら
募
る「
写（
フ
ォ

ト
）日
記
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
今
夏

も
実
施
し
ま
す
。
同
コ
ン
テ
ス
ト

を
ほ
っ
と
越
谷
と
と
も
に
企
画
・

運
営
し
て
く
だ
さ
る
方
８
人
（
男

女
各
４
人
）
を
募
集
し
ま
す　

惟

４
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯
に
申
込
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き

ま
す
）
を
ほ
っ
と
越
谷
へ

パ
ネ
ル
展
「
女
性
を
変
え
た
『
モ

ノ
』
た
ち
＆
お
母
さ
ん
が
語
る

『
女
子
差
別
撤
廃
条
約
』
」

偉
４
月
13
日
㈬
〜
24
日
㈰
、
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
（
日
曜
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

20
万
円
（
上
限
）
を
補
助
金
に

加
算
し
て
交
付
し
ま
す

〈
申
請
〉　

申
請
に
必
要
な
書
類

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
資
源
課

へ
。
な
お
、
補
助
金
の
交
付
申
請

を
す
る
前
に
必
ず
浄
化
槽
設
置
届

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

＊
合
併
処
理
浄
化
槽
の
新
設
（
新

築
や
建
て
替
え
等
）
に
対
す
る

補
助
金
は
４
月
か
ら
廃
止
し
ま

し
た

意
環
境
資
源
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
１

　

催
し
は
、
都
合
に
よ
り
日
時
が

変
更
さ
れ
た
り
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
問
合

せ
先
へ

▼
自
然
観
察
会

偉
４
月
10
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
正

午　

囲
県
民
健
康
福
祉
村
と
き
め

き
元
気
館
前　

夷
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ　

威
２
０
０
円　

尉
あ
る

方
の
み
双
眼
鏡　

惟
当
日
会
場
へ

　

意
越
谷
野
鳥
の
会
・
小
菅
☎
９

６
６
＝
４
９
０
０

▼
ギ
タ
ー
弦
の
会

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

偉
４
月
９
日
㈯
、
午
後
２
時
開
演

　

囲
サ
ン
シ
テ
ィ
視
聴
覚
室　

夷

曲
目
は
ア
ス
ト
リ
ア
ス
ほ
か
、
オ

カ
リ
ナ
・
フ
ル
ー
ト
と
の
合
奏
あ

り　

威
３
０
０
円
（
全
額
東
北
関

東
大
震
災
被
災
地
へ
寄
付
し
ま

す
）　

意
ジ
ョ
イ
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

・
眞
島
☎
９
７
７
＝
８
８
６
６

▼
絵
画
展
示
会
・
コ
ス
モ
ス
展

偉
４
月
20
日
㈬
〜
24
日
㈰
、
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
24
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

囲
中
央
市
民
会
館

　

威
無
料　

意
大
沢
ペ
イ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
・
藤
井
☎
９
７
５
＝
８
７

２
５

　色彩別の稲（古代米）を使って、こしがや鴨ネ
ギ鍋キャラクター「ガーヤちゃん」と「ゲゲゲの
鬼太郎」の絵を田んぼに描きます。
〈場 所〉東埼玉資源環境組合第一工場の向かい水田
〈内 容〉田植え（５月中～下旬）・虫追い（８月）
・収穫祭（稲刈り・10月）・感謝祭（12月）を
体験します

〈対象〉100組
〈費 用〉中学生以上2000円、小学生1000円
＊ 事前説明会を５月８日㈰、午後１時から農業技
術センターで行います。詳しくは越谷市観光協
会ホームページをご覧ください
依越谷市観光協会
　☎９６６－６１１１

田んぼアート2011
こしがや

～体験者募集～

昨年のガーヤちゃん。今年は鬼太郎も！

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

ご利用
ください

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です 鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ
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3
み

0
ゼロ

0
ゼロ

へ

　

対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特

に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問

合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
費
用
は

無
料
。
◎
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
（
電

話
可
。
申
込
み
順
）
。

4月29日
▷しらこばと子供クリニック
　☎976-6787
　千間台西1-9-17／小・ア
▷越谷津田医院　☎977-1177
　大沢3-21-11 １Ｆ／内・循
▶岡野歯科医院　☎989-8777
　相模町2-157-1／歯･小歯
5月3日
▷木村クリニック　☎985-1881
　登戸町38-3／内・精・神
▷新越谷肛門胃腸クリニック
　☎960-2233　赤山本町8-5山六
　ビル２Ｆ／肛外・消内
▶竹村歯科　☎966-4633
　花田3-6-7／歯
5月4日
▷リハビリテーション天草病院
　☎974-1171
　平方343-1／内・神内
▷わかば眼科　☎970-1658
　大沢3-6-1パルテきたこし３Ｆ／眼
▶河野歯科医院　☎962-2355
　越ヶ谷本町1-30／歯･小歯･矯歯
5月5日
▷相良醫院　☎960-3141
　瓦曽根1-20-35／内･外・胃・リハ
▷青木産婦人科耳鼻咽喉科心療内科
　☎971-4933
　北越谷2-19-5／耳・産婦
▶鈴木歯科医院　☎974-2661
　大里288-3／歯･小歯･矯歯

事前に各医療機関に電話連絡
のうえ、受診してください

お
知
ら
せ

●
平
成
23
年
度
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を

発
行
し
ま
し
た

　

予
防
接
種
や
健
（
検
）
診
を
行
っ

て
い
る
医
療
機
関
な
ど
の
情
報
を
掲

載
し
た
、
平
成
23
年
度
版
の
保
健
カ

レ
ン
ダ
ー
を
発
行
し
ま
し
た
。
な

お
、
検
診
日
程
な
ど
詳
し
く
は
広
報

こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
・
助
成
券

を
変
更
し
ま
し
た

　

平
成
22
年
度
に
交
付
し
た
妊
婦
健

康
診
査
受
診
票
・
助
成
券
は
23
年
４

月
以
降
使
え
ま
せ
ん
。
対
象
者
に
は

新
し
い
受
診
票
・
助
成
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
６
月
５
日
㈰
に
開
催
す
る
歯
科
健

康
フ
ェ
ア
の
表
彰
対
象
者
を
募
集

し
ま
す

委
次
の
①
〜
⑥
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
65
〜
70
歳
（
平
成
23
年
４
月
１
日

現
在
）
の
市
民
の
方
。
①
28
本
以
上

の
自
分
の
歯
が
あ
る
、
②
処
置
歯
が

４
本
以
内
、
③
未
処
置
歯
が
な
い
、

④
過
去
に
表
彰
さ
れ
て
い
な
い
、
⑤

４
月
27
日
㈬
の
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
審

査
に
受
診
で
き
る
、
⑥
歯
科
健
康
フ

ェ
ア
で
の
表
彰
式
に
出
席
で
き
る
。

な
お
、
該
当
者
多
数
の
場
合
は
選
考

あ
り
。
結
果
は
個
別
通
知
し
ま
す　

惟
４
月
26
日
㈫
ま
で

予
防
接
種

●
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種

偉
委
表
１
の
と
お
り　

尉
母
子
健
康

手
帳
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種
予
診
票

＊
心
臓
病
や
川
崎
病
な
ど
で
経
過
観

察
中
の
お
子
さ
ん
は
、
現
在
の
病

気
の
状
態
が
わ
か
る
診
断
書
や
意

見
書
等
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
埼
玉
県
立
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
が
か
か
り
つ
け
の
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
依
頼
書
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
た
場
合
は

接
種
で
き
ま
せ
ん

●
成
人
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

昭
和
50
年
〜
昭
和
52
年
生
ま
れ
の

方
の
ポ
リ
オ
の
抗
体
保
有
率
が
低
い

こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
が
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
受
け
る
と

き
や
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に

渡
航
す
る
と
き
は
、
再
接
種
を
お
勧

め
し
ま
す
（
費
用
は
自
己
負
担
）
。

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
で
接

種
で
き
ま
す
。
接
種
を
希
望
の
方

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

偉
委
表
２
の
と
お
り　

夷
４
月
上
旬

に
、
２
期
〜
４
期
の
個
別
通
知
を
発

送
し
ま
す
。流
行
予
防
の
た
め
、な
る

べ
く
６
月
ま
で
に
お
受
け
く
だ
さ
い

●
定
期
予
防
接
種
に
保
護
者
以
外
が

同
伴
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す

　

定
期
予
防
接
種
は
、
原
則
と
し
て

保
護
者
同
伴
で
す
。
保
護
者
が
同
伴

で
き
な
い
場
合
は
、
接
種
対
象
者
の

健
康
状
態
を
よ
く
知
る
親
族
等
（
成

人
）
が
同
伴
で
き
ま
す
が
、
保
護
者

の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成

　

平
成
22
年
10
月
に
開
始
し
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

は
、３
月
31
日
で
終
了
し
ま
し
た
。費

用
支
払
後
に
助
成
を
受
け
る
場
合
の

申
請
は
、
５
月
２
日
㈪
ま
で
で
す
。

偉
22
年
10
月
1
日
〜
23
年
３
月
31
日

接
種
分　

委
①
生
活
保
護
世
帯
・
中

国
残
留
邦
人
支
援
給
付
制
度
適
用
世

帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
全

員
が
非
課
税
）
に
属
す
る
方
、
②
妊

娠
中
の
方
、
③
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
、
④
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
同

居
の
保
護
者
等
、
⑤
１
歳
〜
18
歳
の

方　

夷
①
の
方
は
接
種
・
予
診
費
用

全
額
（
限
度
額
あ
り
）
。
②
〜
⑤
の

方
は
各
回
上
限
１
０
０
０
円
（
予
診

の
み
は
対
象
外
）　

惟
５
月
２
日
㈪

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
。
申
請
書
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
な
ん
で
も

相
談
窓
口
（
本
庁
舎
１
階
）
、
北
部

・
南
部
出
張
所
で
お
配
り
す
る
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま

す
健
診
・
相
談

◎
食
生
活
相
談

偉
囲
①
４
月
21
日
㈭
、
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分
…
保
健
セ
ン
タ
ー
、

②
４
月
22
日
㈮
、
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
…
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
、

③
５
月
12
日
㈭
、
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
…
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー　

委
①
は
６
人
、
②
③
は
各
３
人　

夷

栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
等

の
個
別
相
談　

惟
４
月
７
日
㈭
か
ら

◎
歯
科
健
診
・
相
談

偉
４
月
27
日
㈬
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
。
治
療
は
行
い
ま
せ
ん　

委
20

人◎
在
宅
訪
問
歯
科
保
健
事
業

夷
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
の
訪
問

に
よ
る
歯
科
健
診
・
相
談
・
指
導
。

治
療
は
行
い
ま
せ
ん　

委
身
体
が
不

自
由
で
通
院
が
困
難
な
方

講
座
・
教
室

◎
食
生
活
で
予
防
し
よ
う
！

　
「
糖
尿
病
講
座
」

偉
５
月
13
日
㈮
、
午
前
10
時
〜
11
時

　

夷
栄
養
士
に
よ
る
講
話　

委
10
人

　

惟
４
月
７
日
㈭
か
ら

◎
い
き
い
き
教
室
（
機
能
訓
練
教
室

・
全
９
回
）

偉
囲
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
（
４
月

27
日
か
ら
）
…
保
健
セ
ン
タ
ー
、
毎

月
第
１
・
３
水
曜
日
（
４
月
20
日
か

ら
）
…
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
。
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

夷

運
動
の
必
要
性
や
疾
病
の
予
防
に
つ

い
て　

委
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
方

で
脳
血
管
障
害
や
関
節
症
な
ど
の
既

往
が
あ
る
が
自
立
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
る
方
（
要
介
護
者
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
・
医
療
的
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
要
す
る
方
を
除
く
）
各

会
場
12
人
（
面
接
あ
り
）

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

で
は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。
全

血
献
血
は
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、

午
後
２
時
〜
５
時
30
分
。
成
分
献
血

は
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午

後
２
時
〜
４
時
30
分
で
す
。
た
だ

し
、
計
画
停
電
の
状
況
に
よ
り
、
受

付
時
間
を
変
更
し
ま
す
。
詳
し
く
は

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７

９
）
へ
。

　

介
護
保
険
認
定
者
を
除
く
65

歳
以
上
の
方
（
平
成
23
年
１
月

１
日
現
在
）
へ
、
生
活
機
能
の

低
下
を
判
断
す
る
「
介
護
予
防

の
た
め
の
基
本
チ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
質
問
票
）」
を
２
月
に
郵
送

し
ま
し
た
。３
月
28
日
現
在
、

回
収
率
は
80
％
で
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
質
問
票
が
お
手
元
に

あ
る
方
は
、
回
答
の
う
え
返
信

し
て
く
だ
さ
い
。
本
事
業
は
、

高
齢
者
の
所
在
確
認
も
兼
ね
て

い
ま
す
。

意
高
齢
介
護
課
☎
９
６
３
＝
９

１
６
３

＊ 埼玉県救急医療情報センター（☎
048－824－4199）では、医療機関
（歯科・精神科を除く）を24時間ご案
内しています

1期（１歳児） ２歳の誕生日の
前々日まで

2期（年長児） 平成17年4月2日～
平成18年4月1日生まれ

3期
（中学1年生相当）

平成10年4月2日～
平成11年4月1日生まれ

4期
（高校3年生相当）

平成5年4月2日～
平成6年4月1日生まれ

表２　麻しん風しん混合予防接種対象者

表１　ポリオ集団予防接種日程

＊ 2期～4期の接種期間は平成24年3月31日
㈯までです

実施日 対象となるお子さん

１
回
目

4/5（火） Ｈ22. 4. 1～15生まれ
4/6（水） 4.16～30生まれ
4/7（木） 5. 1～15生まれ
4/8（金） 5.16～31生まれ
4/12（火） 6. 1～15生まれ
4/13（水） 6.16～30生まれ
4/18（月） 7. 1～15生まれ
4/20（水） 7.16～31生まれ
4/21（木） 8. 1～15生まれ
4/27（水） 8.16～31生まれ
4/28（木） 9. 1～15生まれ
5/6（金） 9.16～30生まれ
5/11（水） 10. 1～15生まれ
5/16（月） 10.16～31生まれ

２
回
目

5/17（火） Ｈ21.10. 1～15生まれ
5/18（水） 10.16～31生まれ
5/25（水） 11. 1～15生まれ
5/26（木） 11.16～30生まれ
5/27（金） 12. 1～15生まれ
5/30（月） 12.16～31生まれ
5/31（火） Ｈ22. 1. 1～15生まれ
6/1（水） 1.16～31生まれ
6/8（水） 2. 1～15生まれ
6/9（木） 2.16～28生まれ
6/10（金） 3. 1～15生まれ
6/14（火） 3.16～31生まれ

＊ 混雑が予想されます。8日～15日・23日～
31日生まれの方は13：45～14：15におい
でください
＊ 体調不良の場合や接種間隔の決まっている
予防接種（三種混合、日本脳炎など）と接
種時期が重なる場合は、ポリオの日程を変
更できます（予約不要）

会場：保健センター　受付時間：13：15～14：15
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
消
費
生

活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
等
の
相
談
を

専
門
の
相
談
員
が
受
け
て
い
ま
す
。

◆
消
費
生
活
相
談
事
例
「
震
災
の
被

害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
」

　

震
災
な
ど
の
被
害
に
便
乗
し
た
悪

質
商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ね
ら

わ
れ
る
の
は
、
被
災
地
の
み
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
事
例
】
「
今
回
の
地
震
で
、
屋
根

瓦
が
落
ち
る
危
険
が
あ
る
の
で
無
料

で
点
検
し
ま
す
」
と
業
者
が
訪
ね
て

来
た
の
で
屋
根
を
見
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ「
壁
に
も
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
。

外
壁
工
事
が
必
要
」
と
言
わ
れ
、
そ

の
場
で
高
額
な
契
約
を
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
点
検
の
内
容
が
専
門
的
で
本
当
に

必
要
な
工
事
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に

契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

②
工
事
が
必
要
な
場
合
は
、
複
数
の

業
者
か
ら
無
料
の
見
積
も
り
を
取

り
、
依
頼
す
る
施
工
内
容
の
技
術

力
・
施
工
実
績
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
、
信
頼
で

き
る
業
者
を
選
び
ま
し
ょ
う

③
訪
問
販
売
で
必
要
の
な
い
高
額
な

契
約
を
し
た
場
合
、
契
約
書
面
を

受
領
し
て
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
で
す

「
義
援
金
詐
欺
」
「
保
証
金
詐
欺
」

…
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募
金

会
の
名
を
か
た
り
、
義
援
金
を
依
頼

す
る
は
が
き
や
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け

る
義
援
金
詐
欺
や
、
「
家
屋
の
補
修

費
や
当
面
の
生
活
費
な
ど
を
貸
し
出

す
の
で
、
返
済
保
証
金
を
先
に
入
金

し
て
く
れ
」
と
入
金
さ
せ
、
実
際
の

貸
し
出
し
は
行
わ
な
い
保
証
金
詐
欺

な
ど
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

化
に
伴
う
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

【
事
例
】
市
役
所
か
ら
来
た
と
名
乗

る
人
が
訪
れ
「
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
」
と
言

わ
れ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
２
個
の

代
金
10
万
円
を
支
払
っ
た
。「
後
ほ
ど

設
置
に
来
る
」
と
言
っ
て
立
ち
去
っ

た
が
、
取
り
付
け
に
来
な
か
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

市
役
所
や
消
防
署
の
職
員
が
訪
問

販
売
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
適
正
な
価
格
の
提
示
や
強
引
な
販

売
を
行
う
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
販

売
は
「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
く
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
の
対
象
で
す
。
契
約
後
一
定
期
間

は
契
約
の
解
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
や
不
安
に
思
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室

偉
４
月
９
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
か

ら　

囲
中
央
市
民
会
館
５
階
第
４
〜

６
会
議
室　

夷
テ
ー
マ
は
「
憲
法
の

は
な
し
〜
身
近
に
生
き
て
い
る
憲

法
」
。
講
師
は
弁
護
士
の
石
河
秀
夫

さ
ん　

威
無
料　

惟
意
く
ら
し
安
心

課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
６

●
法
律
相
談
会

　

相
続
・
債
務
・
離
婚
等
法
律
上
の

諸
問
題
に
つ
い
て
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

偉
５
月
６
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
受
付　

囲
春
日
部
市
民
文

化
会
館
（
春
日
部
市
粕
壁
東
２
の
８

の
61
）　

威
無
料　

惟
当
日
、
午
後

１
時
か
ら
会
場
で
整
理
券
を
配
布
し

ま
す　

意
埼
玉
弁
護
士
会
越
谷
支
部

☎
９
６
２
＝
１
１
８
８

●
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
ま
い
ト
ラ
ブ
ル

・
管
理
無
料
相
談
会

偉
①
４
月
15
日
㈮
・
②
５
月
20
日
㈮

・
③
６
月
17
日
㈮
。
い
ず
れ
も
午
後

６
時
〜
９
時　

囲
①
中
央
市
民
会
館

４
階
第
４
相
談
室
、
②
春
日
部
市
役

所
第
２
別
館
、
③
吉
川
市
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す　

惟
各
前
日
ま

で
に
左
記
へ　

意
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
会
事
務
局
☎
０
４
８
＝
２

５
０
＝
６
３
１
６

囲
東
埼
玉
自
動
車
教
習
所
（
下
間
久

里
）、東
武
こ
し
が
や
自
動
車
教
習
所

（
蒲
生
寿
町
）　

夷
安
全
運
転
の
健
康

度
の
確
認
。
時
間
等
詳
し
く
は
各
教

習
所
へ　

委
普
通
免
許
を
お
持
ち
の

60
歳
以
上
の
市
民
の
方　

威
無
料　

意
越
谷
警
察
署
交
通
課
☎
９
６
４
＝

０
１
１
０
、
東
埼
玉
自
動
車
教
習
所

☎
９
７
７
＝
０
０
１
１
、
東
武
こ
し

が
や
自
動
車
教
習
所
☎
９
８
６
＝
２

１
２
１

消防署からの
お知らせ

依消防本部予防課
☎974―0103

おおおおおおおお知らせ

●
一
日
消
防
署
長
が
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た

　

３
月
１
日
〜
７
日
、
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

運
動
は
、
火
災
予
防
の
普
及
を
図

り
、
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
の
発
生
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
日
に

は
、
公
募
に
よ
る
一
日
消
防
署
長
の

奥
田
真
紀
さ
ん（
宮
本
町
在
住
）が
、

越
谷
市
防
火
安
全
協
会
役
員
や
女
性

消
防
団
員
と
と
も
に
新
越
谷
駅
前
で

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

計
画
停
電
時
の
注
意

・
ろ
う
そ
く
は
、
ろ
う
そ
く
立
て
を

使
用
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
近

く
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い

・
停
電
予
定
時
間
帯
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
利
用
を
控
え
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

・
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の

電
熱
器
具
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
く
だ
さ
い

マッチやライターで遊ばない
でね

☆
春
期
健
康
体
操
教
室

偉
囲
①
４
月
28
日
〜
６
月
23
日
の
毎

週
木
曜
日
（
５
月
５
日
を
除
く
）
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
…
埼
玉
県
立

大
学
体
育
館
。
②
５
月
17
日
〜
７
月

12
日
の
毎
週
火
曜
日
（
５
月
24
日
を

除
く
）
、
午
前
９
時
15
分
〜
10
時
45

分
…
総
合
体
育
館
。
③
５
月
18
日
〜

7
月
13
日
の
毎
週
水
曜
日
（
５
月
25

日
を
除
く
）
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
…
大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー
。
各
全

８
回　

委
お
お
む
ね
40
歳
以
上
で
運

動
制
限
の
な
い
市
内
在
住
の
方
各
40

人
（
②
は
50
人
）　

尉
①
②
は
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ　

惟
初
日
の
開
始
時
間

ま
で
に
各
会
場
へ

☆
春
期
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

偉
５
月
17
日
〜
７
月
12
日
の
毎
週
火

曜
日
（
５
月
24
日
を
除
く
）
、
午
後

４
時
〜
５
時
。
全
８
回　

囲
第
２
体

育
館　

夷
器
械
体
操
ほ
か　

委
平
成

23
年
４
月
１
日
現
在
３
歳
〜
６
歳
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
40
組
。
対
象
児

以
外
の
同
伴
不
可　

威
無
料　

惟
４

月
20
日
㈬
、
午
前
９
時
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。詳
し
く
は
、左
記
お
よ
び
地
域
体

育
館
で
予
定
表
を
配
布
す
る
ほ
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

意
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

　健康づくりのための減量を専門職が応
援します（越谷市・埼玉県立大学共催）。
日時：下表のとおり

会場：桜井地区センター
対 象：市内在住の20歳～74歳の方で腹囲
（へそ周囲径）が85㌢以上またはＢＭ
Ｉ25以上の方30人
＊ ＢＭＩとは、身長からみた体重の割合
を示す体格指数で、体重（㌔）÷身長
（㍍）÷身長（㍍）の値です
申 込み：４月11日㈪、午前９時から下記へ

日　時 内　　容
5月10日（火）
9：30～12：00 宣言式・計測等

5月～8月の平日
1時間30分程度

健康的に減量するためのコ
ツや運動・栄養の講義、調
理実習、運動実技、計測・
情報交換会等

8月10日（水）
10：00～12：00 報告会・計測等

暗桜井地区センター☎970－7600
　綾team-3kg.sakurai@city.koshigaya.
　　saitama.jp

越谷市医師会
おおさとファミリー
クリニック
☎971-3043
鈴木　一隆

473

　

心
筋
梗
塞
は
心
臓
自
体
に
栄
養

素
や
酸
素
を
運
ぶ
冠
動
脈
と
い
う

血
管
が
詰
ま
る
事
で
起
き
る
病
気

で
す
。
一
方
で
狭
心
症
は
冠
動
脈

が
完
全
に
は
詰
ま
ら
ず
、
血
管
内

が
狭
く
な
り
詰
ま
り
か
け
た
状
態

で
す
。
心
筋
梗
塞
の
症
状
は
多
く

の
場
合
は
急
激
な
胸
の
痛
み
や
、

胸
を
つ
か
ま
れ
る
よ
う
な
感
覚
を

認
め
ま
す
。
運
動
時
や
寒
暖
差
が

大
き
い
時
に
短
時
間
で
改
善
す
る

同
様
の
胸
の
症
状
を
事
前
に
自
覚

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

左
手
の
痛
み
や
し
び
れ
、
肩
痛
、

背
部
痛
な
ど
胸
以
外
の
症
状
が
出

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な

症
状
を
自
覚
さ
れ
て
い
る
人
は
医

療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

心
筋
梗
塞
が
起
き
る
と
、
詰
ま

っ
た
場
所
か
ら
先
の
部
分
の
心
臓

の
筋
肉
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
心
臓
の
機
能
低
下
が

起
こ
り
、
心
不
全
や
不
整
脈
が
起

き
や
す
く
な
り
、
最
悪
の
場
合
は

死
に
至
り
ま
す
。
治
療
と
し
て

は
、
注
射
で
冠
動
脈
内
の
詰
ま
っ

た
部
分
を
溶
か
し
て
治
す
方
法
や

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
を
行
い
風
船
で

冠
動
脈
内
の
狭
く
な
っ
た
部
分
を

機
械
的
に
広
げ
る
方
法
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
回
復
後
は
予
防

も
含
め
て
継
続
的
な
内
服
治
療
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

血
管
が
詰
ま
る
理
由
の
多
く
が

動
脈
硬
化
を
も
と
に
起
こ
り
ま

す
。
動
脈
硬
化
は
血
管
が
硬
く
な

り
老
化
す
る
現
象
で
す
。
原
因
と

し
て
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
高
尿
酸
血

症
（
痛
風
）
、
喫
煙
、
肥
満
、
運

動
不
足
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が

重
要
で
す
。
禁
煙
、
節
酒
、
適
度

な
運
動
、
適
正
体
重
の
維
持
が
大

切
で
、
減
塩
（
６
㌘
／
日
未
満
）

や
油
脂
類
を
控
え
る
事
も
大
切
に

な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
治
療

す
る
事
が
動
脈
硬
化
予
防
に
な

り
、
ひ
い
て
は
心
筋
梗
塞
や
狭
心

症
を
予
防
す
る
事
に
つ
な
が
り
ま

す
。
健
康
診
断
で
異
常
値
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
人
や
高
血
圧
等
を
自

覚
さ
れ
て
い
る
人
は
医
療
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
筋
梗
塞

こ
う
そ
く
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東
北
関
東
大
震
災
等
の
影
響
に
よ
り

利
用
制
限
の
あ
る
施
設

▼
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、
市
民

会
館
、
交
流
館
…
通
常
ど
お
り
利

用
で
き
ま
す
が
、
計
画
停
電
中
は

貸
館
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で
の
諸
証
明

発
行
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん

▼
証
明
書
自
動
交
付
機
…
計
画
停
電

の
20
分
前
〜
復
電
30
分
後
は
利
用

で
き
ま
せ
ん

▼
地
域
体
育
館
（
総
合
・
第
１
・
西

・
南
体
育
館
）
…
修
繕
お
よ
び
救

援
物
資
集
積
所
と
な
っ
て
い
る
た

め
当
分
の
間
、
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
総
合
体
育
館
の
第
２

体
育
室
は
利
用
で
き
ま
す

▼
夜
間
照
明
を
必
要
と
す
る
運
動
施

設
…
夜
間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

▼
市
立
図
書
館
、
北
部
市
民
会
館
図

書
室
、
南
部
図
書
室
…
通
常
ど
お

り
利
用
で
き
ま
す
が
、
計
画
停
電

中
は
貸
し
出
し
で
き
ま
せ
ん

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
…
く
す
の
き

荘
は
、
避
難
者
受
け
入
れ
の
た
め

当
分
の
間
、
休
館
。
け
や
き
荘

は
、
浴
室
が
計
画
停
電
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
…
修
繕

の
た
め
当
分
の
間
、
休
館

▼
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
…

修
繕
の
た
め
当
分
の
間
、
休
所

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
…
当
分
の

間
、
粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入
は
中

止
。
回
収
は
粗
大
ご
み
受
付
☎
９

７
３
＝
５
３
０
０
へ

▼
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ほ
っ
と
越
谷
）…
利
用
で
き
ま
す

が
、
計
画
停
電
に
よ
り
施
設
の
貸

し
出
し
や
相
談
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、停
電
の
時
間

帯
は
閉
所
し
ま
す

計
画
停
電
時
の
ご
注
意

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
（
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
）
を
ご
利
用
の
方

　

停
電
時
は
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
に
よ
る
手
話
通
訳
者
・
要
約

筆
記
者
派
遣
の
申
請
が
で
き
ま
せ

ん
。
派
遣
事
務
所
開
所
時
間
（
火
曜

〜
土
曜
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
）
の
う
ち
、
停
電
時
間
帯
は
左

記
の
携
帯
電
話
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
携
帯
電
話
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

sy
u

w
a-k

eitai@
ezw

eb.n
e.jp

意
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
派
遣

事
務
所
☎
・
飴
９
６
６
＝
４
５
９
３

●
自
宅
で
人
工
呼
吸
器
な
ど

を
ご
使
用
の
方

　

自
宅
で
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療

機
器
を
使
っ
て
い
る
方
は
、
停
電
時

の
対
応
方
法
に
つ
い
て
、
主
治
医
ま

た
は
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
口
呼
吸
器
を

利
用
す
る
在
宅
医
療
患
者
の
緊
急
相

談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
緊
急
事
態
で
の
対
応
の
際
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
埼
玉
県
内
の
相
談
窓
口
】

▽
社
会
保
険
大
宮
総
合
病
院
（
さ
い

た
ま
市
北
区
盆
栽
４
５
３
）
…
偉
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

意
社
会

保
険
大
宮
総
合
病
院
訪
問
看
護
室
☎

０
４
８
＝
６
６
３
＝
１
６
７
１

▽
埼
玉
病
院
（
和
光
市
諏
訪
２
の

１
）
…
偉
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）　

意
埼
玉
病
院
副
院
長
☎
０

４
８
＝
４
６
２
＝
１
１
０
１
（
代

表
）

東
北
関
東
大
震
災
へ
の

 

義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〈
受
付
期
間
〉　

９
月
30
日
㈮
ま
で

【
日
本
赤
十
字
社
】

〈
募
金
箱
設
置
場
所
〉

市
役
所
本
庁
舎
総
合
受
付
、
社
会
福

祉
課
（
第
二
庁
舎
１
階
）
、
中
央
市

民
会
館
受
付
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
、

北
部
・
南
部
出
張
所

〈
義
援
金
受
入
口
座
〉

▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

郵
便
振
替
口
座

０
０
１
４
０
―
８
―
５
０
７

　

口
座
名
義
：
日
本
赤
十
字
社　

東

北
関
東
大
震
災
義
援

金

意
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
越
谷

市
地
区（
社
会
福
祉
課
）☎
９
６
３
＝

９
３
２
０
、
飴
９
６
５
＝
３
２
８
９

【
中
央
共
同
募
金
会
】

〈
募
金
箱
設
置
場
所
〉

越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
中
央
市

民
会
館
２
階
）

〈
義
援
金
受
入
口
座
〉

▽
り
そ
な
銀
行　

東
京
公
務
部
（
２

９
５
）
普
通
預
金
０
０
３
６
５
７
６

　

口
座
名
義
：
社
会
福
祉
法
人
中
央

共
同
募
金
会

▽
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　

本
店

（
０
０
１
）
普
通
預
金
０
０
３
１
２

６
５

　

口
座
名
義
：
社
会
福
祉
法
人
中
央

共
同
募
金
会

▽
三
井
住
友
銀
行　

東
京
公
務
部

（
０
９
６
）
普
通
預
金
０
１
５
５
４

０
０

　

口
座
名
義
：
社
会
福
祉
法
人
中
央

共
同
募
金
会
災
害
口

▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

郵
便
振
替
口
座

０
０
１
７
０
―
６
―
５
１
８

　

口
座
名
義
：
中
央
共
同
募
金
会　

東
北
関
東
大
震
災
義

援
金

意
埼
玉
県
共
同
募
金
会
越
谷
市
支
会

（
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
☎
９

６
６
＝
３
４
１
１
、
飴
９
６
６
＝
７

１
９
５
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